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新
し
い
平
成
時
代
を
迎
え
て

一昴

回
総
会
・懇
親
会

38期の大先輩と105期の若人の

音頭で、なごやかに乾杯/

5
ｄ
ｌ
ｌ
ｌ二

百
二
十
余
名
集
ま
り
盛
会

東
京
地
方
に
梅
雨
入
り
宣
言
が
出
さ

れ
た
六
月
九
日

（金
）
、
あ
い
に
く
の

強
い
雨
の
中
を
、
二
百
余
名
の
岳
南
健

児
が
築
地
ス
エ
ヒ
ロ
八
階
ホ
ー
ル
に
集

い
、
平
成
に
な
っ
て
始
め
て
の
静
中

・

静
高
関
東
同
窓
会
総
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
六
時
す
ぎ
に
は
、久
し
ぶ
り
の
再
会

を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
、
恒
例
の
静
岡

か
ら
の
名
産
品
の
即
売
も
、
わ
さ
び
漬
、

安
倍
川
も
ち
、
黒
は
ん
ぺ
ん
等
々
、
開

始
ま
で
に
は
完
売
の
状
況
で
し
た
。

定
刻
六
時
半
、
あ
い
に
く
宮
澤
会
長

が
欠
席
の
た
め
、
仮
議
長
４２
期
岩
波
信

平
氏
の
推
薦
で
奥
野
副
会
長
を
議
長
に

選
出
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
恒
例
の

事
業
報
告

・
会
計
報
告
は
奥
沢
副
会
長

が
説
明
、
後
藤
監
事
の
監
査
報
告
を
受

け
、満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
元
年
度
の
事
業
計
画
も
、
新
規
提

案
を
大
い
に
歓
迎
す
る
と
の
コ
メ
ン
ト

を
含
め
承
認
。
本
年
は
こ
こ
で
規
約
案

の
改
正
が
提
案
さ
れ
、
こ
れ
も
承
認
。

新
し
い
規
約
に
基
づ
い
て
新
し
い
役
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

十
四
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
会
長
を

勤
め
ら
れ
ま
し
た
官
澤
先
輩
に
代

っ
て

５３
期
大
石
巌
氏
が
新
会
長
に
、
こ
れ
ま

で
の
五
名
の
副
会
長
に
加
え
て
、
新
た

に
二
名
の
副
会
長
７０
期
味
岡
宏
氏
、
８７

期
藁
科
名
雄
氏
が
就
任
。
監
事
に
は
９４

期
松
野
敦
子
氏
が
新
た
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
役
員
選
出
に
引
続
き
、
新
会
長
大

石
巌
氏
よ
り

「皆
様
の
絶
大
な
ご
協
力

を
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
来
賓
と
し
て

本
部
高
橋
副
会
長
、
こ
れ
ま
で
の
本
部

事
務
局
６８
期
松
永
氏
、
新
事
務
局
甲
木

氏
の
挨
拶
が
続
き
ま
し
た
。

総
会
は
こ
こ
ま
で
で
、
懇
親
会
に
入

り
、　
一
番
古
い
期
の
３８
期
石
割
正
大
先

輩
と
、　
一
番
新
し
い
期
１０５
期
の
女
性
四

人
の
乾
杯
の
音
頭
で
、
歓
談
が
始
ま
り

ま
し
た
。
例
年
の
よ
う
に
、
な
つ
か
し

い
静
岡
の
お
で
ん
、
黒
は
ん
ぺ
ん
、
玉

ね
ぎ
の
フ
ラ
イ
も
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ら

れ
、
参
会
者
の
舌
を
満
足
さ
せ
て
い
ま

し
た
。
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
は
、
孫
の

年
代
の
若
者
を
相
手
に
話
の
花
が
咲
く

場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
同

期
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
祝
い
、
ま
た

の
機
会
を
約
束
し
あ
う
姿
も
数
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。

時
も
過
ぎ
て
、
九
時
近
く
に
な
り
校

歌
を
四
番
ま
で
斉
唱
し
て
、
ま
た
の
再

会
を
約
し
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

（
７７
期
　
加
藤
重
信
）
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第 27= 報 (2)

静
中

・
静
高
関
東
同
窓
会

役
員
及
び
顧
間

◎
空
員
＾
任
期
は
三
カ
年
）

会
長
　
　
田
　
大
石
　
肢

（新
任
）

副
会
長
　
５３
　
奥
野
　
孝

″
　
　
　
つ
　
奥
沢
　
徹

″
　
　
　
∞
　
上
杉
重
吉

″
　
　
　
″
　
成
岡
英
彦

″
　
　
　
“
　
一九
谷
し
つ
子

″
　
　
　
Ю
　
来
岡
　
宏

（新
任
）

〃
　
　
　
”
　
藁
科
名
堆

（新
任
〉

監
事
　
　
■
　
後
藤
弘
枝

″
　
　
　
”
　
松
野
敦
子

（新
任
）

Ａ
規
約
第
９
条
の

「副
会
長
　
５
名
以

内
」
は

「若
干
名
」
と
改
正
Ｖ

◎
頸
間
“
石
割
正
　
４０
野
崎
操

一　

蛇
官
澤

次
郎

・
岩
波
信
平

・
丼
出
多
米
夫

‘
酉
沢
純
三
　
巧
掛
木
弥
円
　
４７
杉

山
栄

一
　
●
原
崎
進

一　

゛
着
沼
栄

“
永
日
迎
　
５１
■
偵
正
剛
　
２
川
島

喜
入
郎
　
田
三
枝
■
裕

・
月
見
皇
得

知
郎

・　
　
　
　
　
．

．

大
石
巌
会
振
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

本
語
地
は
天
竜
市
．
城
内
小
、静
■
、

旧
制
静
高
文
■
を
経
て
東
京
大
学
法
学

部
を
イ
夫
し
た
昭
和
１７
年
９
月
．
東
京

口
日
新
同
社

（現
毎
日
前
間
）
に
入
社

し
、
経
済
部
、

「
エ
ヨ
／
ヽヽ
ス
ト
」
、
　

コ

大
毎
オ
リ
オ
ン
ズ
等
を
歴
任
さ
れ
た
。
　

計

昭
和
“
年
に
新
日
本
証
券
０
に
入
社
　
業

し
、
取
締
役
人
事
部
長
な
ど
を
経
て
“

年
に
社
長
就
任
、
敏
腕
を

あ

る
う
。
　

．〓、

「新
間
記
者
の
経
験
を
持
つ
果
色
の
程
　
度

営
著
」
「”
る
い
ば
か
り
で
な
く
．
不
倒
一　
一ロ

の
精
神
の
持
ち
主
」
と
し
わ
れ
る
。
代
　
成

表
取
積
■
会
長
か
ら
■
在
、
相
談
役
。
　

．半

拠
沐
は
ゴ
ル
フ
で
バ
ン
デ
ーー
。

０
幹
事
会

・
忘
午
会
　
　
　
　
　
　
．

・
０
年
１２
月
１３
口

火^
）
瑯
時
‘
　
一

築
地
ス
エ
ヒ
ロ
　
会
費
‥
三
十
日

出
席
者
―
静
岡
か
ら
の
来
資
５
名
を

加
え
て
４１
名

¨
ふ
一報
発
送
の
依
頼

・
“
年
度
行
事
の
ま
と
あ

・
小
委
員
会
の
確
過
報
告
　
ほ
か

０
幹
事
会
　
　
　
　
　
　
・

二
乃
年
１
月
″
曰

（金
Ｙ
Ｏ
時
‘

●
築
地
ス
エ‥ヒ
ロ
ー
ー
・
―
　
●
‐―

・
■
席
者
‥
力
社
　
．　
　
　
―
一

●
今
後
の
方
針
一は
か

一
●
・
　
・
．

ヽ

ヽ、_

平成元年11 静■ .ヨ高関東同窓会予算
(H141～ H2331)

2.935,88!同    I 収  入
篠  越  全
午 会 費 2000円 X1000人

広 告 」● ス

その′L雑収入

助  式  金

,

支Ⅱ

3.750.750F]言「

Ⅱ 支  出
会 爆発行費

名簿 発を 費

難

当

費

費

費

贅

費

贅

支

礼

〓
加
イ
輸
輸
際
通

―

訪

全

部

印

人

消

首

た

炎

難

議

●●市躊贅

借 人 返 首

`70.000・
・

856.000円

50.000日

750.000']

100.000円

100,000円

5.000円

500.000日

20.000円

100,000F,

799,750「 ]

費

費

夕

費

昴

〓
・
‐

‐

れ

、だ

〓
・
４

消

郵

印

人

言i

Щ 残

.“ i(次
鴨 越)2■

5,131日

,ま覚1:言[屁『
薇正であることを置』]よ。

750H
事 務 月品費

会合 お助費

交  際  贅
謝    礼
予  術  費

直

助

技

東

弘

松

井

な

村

村

後

苺

苺

革

■

■

監 3.750.750ロ計

会

研和63年度 .静中・静高関東同窓会決算喜

I 
‐

収  入 .       (S60.4.1～
Hl.331)

62年度繰越金    ‐ ‐      ■50.466口
027r't`ヽ 3マ (31名 )        60.000日
63年度会 費 (822名 )      l.739.000日
1広 告 料 .    270,000門
寄 付 金          20,000円
預 金 利 息          3.676円
忙 収  入           22.000円
総 会 収 入        167.740円
1, =え  `し ,1lFよ ,        600.000月

″ イ回●
=ェ

△      

々 1～
`_

:馘
,事合lま合同でや

ill:]i鶏
・
1焼行)～

: ξ
戦|[星

‐l   J:ヱ
彗

舎
1'こ 7'大会 (■ 1口),

そ
の
後
の
同
窓
会
活
動

（
“
年
■
月
‘
＋
●
ｉ
年
５
月
）

4,0.75`汚

2.000.000円

530.000円

200.()00,1

500.000F]

405.000「 ]

523.340「 ]

60.600円

100.000円

35.000円

450H

ro,000円

211',700F,

C,0(,Or,

60,000円

470.541円

500,000日

(訪日単代)



(3) 第 27号

０
１
月
小
日
．
母
●
莉
，
台
〓
咸
式
に

副
会
長
な
ど
８
名
訪
■

０
「
〓
員
●
●
せ
会

・
２
月
ｒ
月

（全
）
ヽ
時
ｔ

・
青
●
一
■

会
十

・
名
●
●
件
　
な
ど

０
３
月
２
●
．
新
会
長
就
任
要
請
の
た

め
．
副
会
長
な
ど
７
名
で
新
日
本
証

券
の
大
石
”
相
談
Ｌ
を
訪
川
．
計
事

項
協
議

・
懇
談

０
幹
事
会

・
４
月
■
日

（水
）
３
時
半
―

築
地
ス
一
ヒ
ロ

出
席
者
‥
”
名

・
６
月
，
日
の
総
会
に
つ
し
て
．
ま
た

そ
の
案
内
状
の
発
送
ｔ
●
　
な
ど

阪
よ
り
一た
略
＋
山
社
■
が
出
庁
さ
れ
．

集
る
者
十
二
名
で
あ

っ
た
。

静
中
静
高
同
窓
会
小
委
員
会

日
時
　
十
月
二
十
日
　
四
峙
よ
り

場
所
　
静
同
曰
具
合
”
四
皓

出
席
者
　
■
期
鈴
木
，
７
同
な
会
，
ｉ

“
班
奥
野
■
“
丈
委
員
共
．
■
硼
高
精

イ
〓
一静
岡
委
』
一長
．
事
務
局
”
抑
松
永

弘
道
十

一
月
七
日
同
窓
会
総
会
を
前
一ヽ

今

後
の
同
窓
全
追
〓
の
■
本
的
方
針
．
広

域
支
部
一助
ｔ
全
に
つ
い
て
一一祓
合
い
を
，

っ
一た
。

私
夫
の
ク
ラ
ス
は
昭
和
三
年
二
月
二

日
が
事
業
式
で
、
す
べ
て
が
喜
寿
を
過

ぎ
て
お
り
今
年
で
丁
度
事
業
大
十
日
午

に
当
る
．
吾
々
に
彼
乱
の
多
か
っ
た
昭

和
時
代
を
生
き
技
い
て
き
た
わ
け
で
、

昭
和
の
終
末
も
近
づ
き
つ
つ
あ
り
感
慨

無
量
で
あ
る
。
今
年
中
に
開
か
な
い
と

記
念
大
会
で
な
く
な
る
の
で
忘
“
会
を

兼
ね
て
、
＋
二
月
六
日
そ
の
名
も
懐
か

し
ｔ
九
段
の
階
交
社

（今
は
小
さ
ヽ
定

物
で
あ
る
が
）
で
、
吉
工
誠

一
君
の
お

世
話
で
六
十
月
年
の
記
念
バ
ー
テ
ィ
を

円
い
た
。

現
在
、
間
東
地
区
に
は
会
員
二
０
名

が
ま
す
ま
す
元
気
で
い
る
が
、
当
日
は

昼
食
会
で
田
い
た
の
で
未
だ
現
■
の
北

里
良
夫
、
合
沢
栄
吉
、
山
家
清
．
山
●

忠
雄
の
諸
兄
は
都
合
つ
か
ず
に
欠
庁
さ

れ
て
し
ま

っ
た
。
田
崎
義
夫
君
は
丁
度

当
日
台
湾
旅
行
の
為
欠
席
さ
れ
、
下
晴

●
、
今
非
志
郎
、
松
下
篤
三
の
三
君
も

所
用
の
た
め
欠
庁
、
丼
沢
源
治
、
小
河

直
人
、
望
月
孟
夫
の
三
君
は
何
薇
養
中

の
為
の
久
席
で
あ

っ
た
。

．
積
岡
よ
り
小
杉

一
、
高
須
彰
君
、
大

中
央
線
の
快
速
で
四
ツ
谷
駅
よ
り
引
返

え
す

＾
ブ

一
ン
グ
も
あ

っ
て
筐
か
に
遅

刻
し
た
が
、
全
員
集

っ
た
所
で
．
キ
奇

の
音
，
で
■
盃
、
和
や
か
な
宴
が
開
か

れ
た
。

四
三
会
員
も
こ
の
数
年
の
間
鬼
籍
に

入
る
者
も
多
く
て
今
年
は
三
名
も
失

っ

て
い
る
。

小
杉
君
よ
り
静
岡
同
窓
会
本
部
給
会

の
話
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
報
告
、母
校
新

菫
合
の
説
明
な
ど
あ
り
、
新
年
度
の
ク

ラ
ス
会
の
計
画
な
ど
を
話
し
会

っ
た
。

洒
肴
も
す
す
み
、
話
理
も
尽
き
ず
、

名
残
り
も
借
し
い
が
選
路
の
方
々
の
予

定
も
あ
り
、
キ
業
以
来
の
長
か
っ
た
六

十
年
の
思
ｔ
出
を
残
し
て
，
会
を
約
し

て
解
散
し
た
。

静
岡
で
毎
月
二
〇
日
に
開
し
て
せ
る

三
笑
会
に
も
多
数
出
席
す
る
よ
う
に
申

し
合
せ
た
。

当
日
の
出
席
者
は
左
記
の
通
り
。

西
沢
純
三
、
吉
江
誠

一
、
長
戸
覚
美
、

三
宅
静
“
、
小
杉

一
、
島
口
官
治
雄
、

高
須
彰
、
池
谷
二
郎
、
三
好
山
〓
郎
、

壼
島
英
雄
、
平
―――
桂
、
柳
沢
Ｒ
雄

（西
沢
純
三
〉

四
〓
期

四
七
期

第

一
言
に
■
■

の
三
好
山
二
郎
■
が

真
■
に
到
着
さ
――
て
お
り
、
東
京
■
も

つ
と
つ
ぎ
に
到
着
し
た
が
、
市
口
れ
が

関
東
四
七
回
の
平
成
一■
年
の
新
年
合

を
、
場
所
も
巨
例
の
■
行
宗
ゴ
ル
人
言

‘
の
松
直
‘
行

っ
た
。
今
年
も
十
日
名

（内
罐
岡
か
ら
二
名
）
の
出
席
で
盛
会

会    報

で
あ

一
た
．

■
■
、
今
力
、
大
村
．
４
一
山
、
小
抑
．

志
日
．
杉
工
、
′
山
．
日

口
．
中
ヽ
．

５
日
、
ｉ
直
一一

向
，
．
山
上

■
同
か
ら
送
■
日
〓
者
●
都
●
も
■

え
て
田
会
を
午
後
三
時
に
し
た
．

今
震
幹
事
か
ら
合
計
報
工
Ｒ

欠
席
者

の
動
静
な
ど
の
報
告
、
次
い
て
山
■
幹

事
が
．
来
る
二
月
二
十
四
日
．　
二
十
二

月
の
“
浜
時
兄
物
●
四
七
回
＾
●
同
）行

一争
に
つ
い
て
政
●
て
説
明
．
”
力
を
■

ぁ
た
．
■
■
ま
で
の
参
加
中
込
者
●
三

Ｃ
名
の
ｉ
況
は
だ
し
い
こ
と
で
あ
る
．

通
ス
の
石
■
■
義
氏
の
十
ス
で
乾
杯
．

■
の
“
病
院
に
ス
踪
中

の
鴫
谷
Ｉ
士

の
ｉ
丼
に
、
こ
の
口
旦
す
ぎ
志
田
兄
の

変
●
て
、
静
岡
の
石
上
、
小
ｍ
、
向
坂

の
話
兄
が
，

っ
て
き
た
●
、
■
い
に
病

人
は
機
雄
が
良
く
、
食
事
は
ま
た
流
動

資
だ
が
、
も
う

一
●
十
の
生
活
に
反
”

た
い
と
問
志
Ｌ
盛
で
あ

っ
た
と
い
う
．

全
Ｌ
を
，
る
．

今
年
に
佐
粋
川
大
郎
氏
が
静
岡

へ
帰

っ
て
．
岡
部
町
に
，
み
、
代
う
に
■
日

次
■
氏
か
岩
税
市

へ
移

っ
て
き
た
。

４
人
の
近
況
ギ
告
は
面
白
か

っ
た
．

■
Ｃ
午
上
，
に
会

つ
た
用
宗
の
小
柳
明

舅
氏
が
進
船
所
は
Ｆ
め
た
自
．
体
重
四

ｔ
、

で
、
■
調
良
好
と
の
こ
と
。

「
］
七
回
の
中
で
、
シ
ベ
ツ
ヤ
「
留

は
［
分

一
人
、
今
も
現
■
で
価
い
て
い

る
の
に
私

一
人
Ｌ
と
開
日
不
二
夫
氏
は

ー

し
‐

■ .

:‐
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残

っ
て
ｔ
る
．
二
十
年
振
っ
た
．
実
は

二
十
年
前
“
社
の
奥
ま
で
入

っ
た
記
に

は
な
い
．

力
野
言
が
迫
“
し
て
あ

っ

、́

本
名

確
●
が
＾
内
に
立

っ
て
呉
れ
た
。
松
平

君
の
父
上
が
音
司
を
や
っ
て
い
た
時
か

ら
七
代
日
に
当
る
と
の
事
。
左
伴
！
司

●
ｎ
ｉ
■
山
氏
に
も
御
日
に
■
，
十
話

に
花
が
Ｌ
い
た
。

本
名
備
宜
氏
の
案
内
で
“
戸
秤
社
嵩

問
，
社
の
本
段
を
■
見
．
剌
●
■
給
漆

塗
極
彰
色
彫
刻
そ
の
三
〓
詢
飼
さ
に
唯

々
言
胆
す
る
ば
か
―
．
■
に
之
を
――
●

す
る
官
大
工
、
●
師
、
全
ェ
師
の
人
オ

●
■
，
は
相
当
困
難
だ

０
た
模
熊
だ
。

又
文
化
財
の
資
料
ｔ
も
中

々
充
実
し
た

も
の
た
。
静
岡
在
住
の
同
期
上
の
見
学

を
是
非
ヽ
●
う
し
ま
す
。

ま
門
神
社
を
辞
し
静
口
Ｌ
を
開
催
し

て
，
る
″
府
ユ
を

一
月
―
見
学
、
狡
し

さ

一
，
た
。
三
四
喘
隊
に
入
営
し
た
■

は
言
の
■
だ
．
花
の
■
る
ヽ
Л
端
を
見

て
●
の
〓
Ｆ
‐．戻
る
。
前
●
禁
と
云
う
が

今
年
は
残
〓
乍
ら
三
名
だ
け
．
料
■
の

●
し
■
■

又
お
■
さ
ん
の
も
て
な
し
の

上
品
さ
此
の
上
な
し
．

Ｚ
で
は
京
都

の

■
●
ヽ
顔
●
け
か
。
私
人
の
■
，
が
叶

＾
宴
〓
‘
使

っ
て
い
た
事
は
よ
く
覚
え

て
い
一一
．

ｉ
分
腹
ご
し
ら
た
も
出
来
て
二
次
奎

に
向
う
。
ビ
ア
フ
メ
ー

「
菫
」
と
云
う

所
た
。
一Л
野
君
が
子
あ
予
約
し
て
あ

っ

た
と
見
え
て
、　
マ
マ
さ
ん
の
尚
子
さ
ん

が
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
た
。
私
は
由
は

判
ら
な
い
が
、
松
平
君
は
全
部
判
る
ら

し
い
。

マ
マ
さ
ん
は
松
平
氏
訳
の
＾
ｌ

シ
■
ド
ス
の

「仕
事
と
日
」
を
何
冊
も

持

っ
て
来
て
、
サ
イ
ン
し
て
呉
れ
と
云

う
。
ど
ん
な
サ
イ
ン
を
す
る
か
と
見
て

い
る
と
、
美
し
い
ギ
，
シ
ャ
語
で
サ
イ

ン
し
て
い
た
。

た
の
春
の
日
本
酒
も
あ
り
、
定
量
の

ゥ
ィ
ス
キ
ー
ダ
ブ
ル
ニ
杯
で
す
ら
か
り

断
師
。
そ
れ
か
ら
ど
う
帰

っ
た
か
記
憶

喪
失
の
状
態
と
な
っ
た
。

翌
四
月
八
日
は
東
海
軒
で
総
勢
三
十

六
名
、
例
午
通
り
四
人
会
が
下
日
君
の

司
会
で
盛
大
に
始

っ
た
。
懐
し
ヽ
顔
が

あ
ち
こ
ち
に
見
え
る
。
名
前
と
顔
が
判

ら
な
０
人
も
い
る
。
私
は
二
年
の
時
鹿

児
島
か
ら
，
校
、
四
年
で
静
高
に
行

０

た
た
め
三
年
し
か
在
学
し
な
か
っ
た
の

で
余
計
判
ら
な
い
。
名
前
を
聞
い
て
殆

め
て
思
ｔ
口
す
人
も
い
る
。

■
も
盛
り
上

っ
た
所
で
、
■
清
で
の

出
版
認
念
会
に
出
席
す
る
松
平
君
の
都

合
で
■
に
失
礼
し
て
東
京
に
帰

っ
た
。

（大
田
正
元
）

ら
木
下
、
小
泉
両
君
が
加
わ
り
、
歓
談

に
時
を
忘
れ
、
二
十
時
核
歌
を
歌
い
、

再
会
を
約
し
て
驚
会
，
次
回
は
十
月
二

＋
三
日
（月
）同
時
同
所
で
。
出
席
者
の

発
言
の
要
旨
つ
ぎ
の
と
お
り
。

（梶
原
）
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
中
心
。
こ
の

頃
無
性
に
吉
が
収
し
く
旧
友
を
訪
ね
て

ヽ
る
。
寝
た
き
り
や
惚
老
人
に
な

っ
た

ら
、
人
と
会
い
た
く
な
い
。
死
は
独
，

静
か
に
迎
え
た
い
。

（九
尾
）
月
水
金
は
埼
玉
第

一
高
■
■

と
し
て
、
本
は
日
大
講
師
．
六
四
年
安

保
の
時
ギ
ッ
ク
リ
腰
を
や
，
、
完
治
せ

ず
、
テ
ニ
ス
ヘ
の
夢
指
て
が
た
し
。

（大
庭
左
〉
会
社
や
め
二
年
歴

っ
た
．

四
人
の
息
子
が
、
シ
ヤ
ト
ル
、

ロ
ス
、

デ

ュ
ッ
セ
ル
、
ロ
ン
ド
ン
に
い
る
の
で
、

回
っ
て
み
た
い
。

（仁
科
）
六
十
年
脳
梗
笙
を
や

っ
た
が

り
＾
ビ
リ
に
成
功
、
昨
年
は
欧
州
旅
行

を
し
た
。
ま
歩
励
●
。
先
般
カ
ソ
リ
ッ

ク
に
入
有
．

（
一
）
同
期
の
物
掟
者
続
き
浙
し
い
。

（
二
月
冨
口
君
、
二
月
山
本
浩
君
）
．

限
，
、
内
ヽ
と
病
院
通
い
、
右
眠
白
内

障
近
く
入
院
、　
一
月
以
来
寺
巡
り
、
地

域
社
会
の
葉
い
や
合
唱
団
に
参
加
。

（大
庭
富
〉
先
曰
山
本
浩
着
葬
儀
に
参

列
．
毎
日
家
を
出
る
の
が
健
康
法
．

（浅
賀
〉
白
内
障
進
行
中
。
特
許
庁
七

五
イ
停
年
迄
頑
帳
る
。
■

・
日
は
テ
ニ

ス
で
身
体
を
動
か
す
。

（
日
中
）
ス
ボ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
週
三

‘
四
口
■
を
●
す
．
専
円
吉
に
詭
ま
な

い
こ
と
に
し
て
い
る
。

（山
山
）
三
井
在
籍
四
七
年
だ
が
、
末

彙
十
九
オ
．
ま
だ
ま
だ
老
け
ら
れ
ぬ
．

寝
る
．
休
き
、
ま
歩
、
身
体
の
一
部
に

力
を
入
れ
る
。
ご
夕
ヽ
ァ
Ｅ
を
と
る
．

前
Ｉ
な
娘
の
側
に
い
る
、
■
会
話
、
ポ

ル
フ
映
画
．
若
く
■
せ
る
工
夫
に
，
あ

る
。
死
点
ま
で
で
ぎ
ろ
セ
ッ
ク
ス
の
道

具
■
賞
．　
＾
“

・
，
文
春
Ｐ
４
）

出
会
い

「人
生
と
は
人
と
出
会
い
、
人
と
別
れ

ら
”
書
の
な
―
ド
ラ
マ
て
あ
る
」
と
ｔ

，，
れ
る
．
名
川
を
女
換
し

た
人

で
き

え
、
三
度
，
■
会
う
の
は
＋
五
％
以
下

に
過
ぎ
な
い
。
様
の
書
い
こ
の
世
の
中

千
、

上
司
と
部
下
は
ヽ
日
以
外
毎
日
顔

を
合
わ
せ
て
い
る
。
何
と
〓
の
よ
い
こ

と
か
。
部
下
が
●
朝
■
い
足
■
，
で
合

社

べ
や
っ
て
こ
れ
る
か
、
暗
ｔ
気
持
で

ヽ
取
り
も
重
く
や
っ
て
く
る
こ
と
に
な

る
か
、
殆
ん
ど
そ
の
■
場
の
ボ
ス
の
憲

“
■
●
ま
る
．
部
下
が
，
せ
な
人
生
を

お
く
れ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
■
殺
与
奪

の
に
を
振
ち
て
い
る
の
が
、
職
場
の
ボ

ス
で
あ
る
。
好
き
凍
ｔ
や
、　
一
時
の
感

”
で
対
応
す
る
な
ど
も

っ
て
の
に
か
、

社
会
中
責
任
を
忠
し
て
下
さ
い
。
市
下

が
Ｉ
し
，
毎
日
，
送
れ
、
明
る
い
“
場

で
、
■
事
の
成
果
が
　
・
Ｌ
，
ら
な
０
な
ん

で
同
い
た
こ
と
が
な
い
。
，
卜
が
中
小

出
会
い

平
成
元
年
春
季
同
期
会
が
四
月
十
七

日
（
月
）十
八
時
か
ら
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ブ

ラ
ザ
で
開
か
れ
、
会
貝
＋
名
、
静
同
か

五
〇
期

(4)

意
気
盛
ん
で
あ

っ
た
。

朝
六
時
に
起
き
て
納
一■
を
件
る
、
山

梨
県
大
月
市
の
日
本
陣
、
こ
野
家
の
旦

那
様
、
二
郎
氏
の

「納
豆
栄
姜
論
」
を

聞
き
、
星
野
氏
か
ら
の
刹
豆
と
、
片
山

正
二
氏
か
ら
差
入
れ
の
廿
栞
を
生
産
に

六
時
前
に
枚
会
し
た
。

天
皇
の
崩
御
の
た
め
か
、

「日
南
健

児
」
の
歌
声
も
出
な
か
っ
た
。
　

・

皆
、
歳
を
と

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（今
円
智
吉
）

鴫
谷
亮

一
氏

（国
立
横
浜
病
院
名
誉
院

長
）
　

一〈
月
二
＋

一
日
に
ご
永
眠
、
心

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
，
い
た
し
ま
す
．

四
八
期

四
人
期
同
期
会
は
を
年
四
月
八
日
静

岡
で
開
こ
う
で
は
な
い
か
と
云
う
申
●

で
あ

っ
た
が
、
昨
年
は
頸
椎
症
て
出
席

出
来
す
．
今
年
は
元
気
で
出
席
出
来
る

の
は
大
変
案
し
い
。
一夭
は
毎
年
前
夜
余

を
約
束
し
て
せ
る
事
だ
。
松
平
言
福
永

君
飯
田
着
堀
君
小
生
等
が
静
岡
在
住
の

海
野
君
の
御
世
話
で
二
年
末
続
い
て
い

る
。
今
年
は
佐
野
春
で
夕
食
を
共
に
す

る
事
に
し
て
い
る
。
東
京
十

一
時
頃
の

新
半
線
で
十
二
時
半
頃
帯
同
着
、
静
大

岡
部
該
授
の
病
気
を
見
丼
０
キ
ャ
ッ
ス

ル
ホ
テ
ル
に
て
海
野
君
松
子
君
と
を
合

う
。
今
年
は
飯
日
Ｆ
堀
君
は
病
気
で
欠

席
、
福
永
君
は
所
要
で
久
席
．
早
速
浅

間
神
社
に
行
く
。
ま
は
終

っ
た
が
ま
だ

ヽ _

ヽ _
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六十
才
に
ｌ
”出
イヽ
■
［
口　
減
）

‐
　
　
ボ
‐
，
　
　
　
　

永^
口
　
，
―

の
校
歌
を
合
唱
散
会
し
ま
し
た
。
な
お

東
京
で
の
会
合
は
前
回
報
告
の
通
，
去

ろ
四
月
十
五
日

（全
）
い
つ
も
の
築
地

「
ス
エ
し
●
」
で
開
催
、
出
席
者
は

一

年
前
と
同
ユ
の
二

一
名
で
し
た
。
今
回

静
国
で
の
会
合
で
は
ぜ
ひ
こ
の
ま
ま
エ

一
回
ま
で
続
け
て
，
き
た
い
。
そ
の
為

に
は
年
に
二
日
で
な
く
回
数
を
コ
加
し

て
も
よ
い
と
の
話
が
出
ま
し
た
。
記
念

写
真
に
つ
い
て
は
例
に
よ
っ
て
扇
崎
君

が
全
員
の
も
の
と
ス
ア
ッ
プ
を
多
数
録

っ
て
呉
れ
ま
し
た
。
次
に
出
席
者
氏
名

を
順
序
不
同
で
蒟
け
ま
す
．

口
沢
壺
淳
、
疋
野
良
市
、
市
原
■
勁
、

原
崎
郁
平
、
大
石
久
吉
、
橋
本
●

一
、

国
村
丈
勁
、
松
村
辰
Ｌ
、
松
永
　
正
、

晨
田
純
男
、
回
官
久
美
、
飯
田
鉄
雄
、

■
木
義

一
、
■
丼
園
睦
、
柴
雄
育
俊
、

山
村
卓
彦
、
佐
伯
工
刷
．
岡
利

一
夫
．

内
田
茂
次
、
ホ
　
盛
次
、
石
塚
寿
舅
、

丸
山
■
■
．
山
伸
元
司
、
森
　
　
弘
、

滝
戸
直
工
、
牧
野
二
郎
．
迪
口
　
毅
、

■
野
安
彦
．
　
　

　

　

（佐
“
正
剛
）

し
た
．
同
な
奎
は
同
期
の
■
間
が
Ｅ
な
く
て

つ
ま
ら
な
０
と
は
４
期
と
も
共
通
し
た

声
で
あ
る
。
だ
か
ら
同
ｎ
会
で
旧
交
を

あ
た
た
め
よ
う
と
．
昨
年
は
天
皇
ご
不

例
の
こ
と
ヽ
あ

っ
て
や
ら
な
か
っ
た
Ｈ

東
五
四
季
会
を
今
年
は
や
ろ
う
と
話
し

合

っ
た
．

■
用
の
連
中
も
呼
ぶ
こ
と
も
あ

っ
て

場
所
は
駅
に
近
い
と
こ
ろ
が
便
利
だ
と

考
え
、　
一
昨
年
と
同
じ
新
橋
駅
前

「大

洋
」
で
や
ろ
う
と
思
う
が
ど
う
だ
ろ
う

カ
静
岡
か
ら
は
高
橋
孝
一
Ｔ

４
一月
進
夫

の
両
君
を
は
じ
め
永
原

・
中
村
武

・
長

片
．
幹
事
の
友
広

・
栞
円

・
掟
オ

・
高

木
の
諸
君
に
も
案
内
を
出
す
つ
も
，
た

が
．
に
か
に
も
呼
び
た
い
友
が
居
た
ら

小
生
苑
電
話
を
し
て
歓
し
い
．

日
時
は
十

一
月
の
上
脈
日
、
六
時
か

ら
九
時
頃
ま
で
を
予
定
し
て
い
る
。
そ

の
時
は
．
で
き
る
だ
け
都
合
し
て
出
て

く
れ
る
こ
と
を
，
か
ら
お
願
い
し
て
お

く
．
　
　
　
　
　
　
　
（た
原
Ｌ
次
）

六
〇
期

が
、
た
ま
に
会

っ
た
お
り
な
ど
、

「
ど
う
、
こ
の
頃
静
ロ
ヘ
行
く
こ
と

あ
る
？
…
…
」

と
円
く
と
．

「最
近
は
．
め
っ
た
に
な
い
ね
…
」

と
い
う
答
え
が
か
え
っ
て
来
ま
す
。

考
え
て
み
れ
は
、
昭
和
二
十
年
の
あ

の
場
乱
の
中
で
の
イ
業
以
来
、
す
で
に

四
＋
年
余
り
の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
の

で
す
か
ら
、
い
か
に
生
れ
育

っ
た
と
こ

ろ
と
は
い
え
、
●
も
人
も
す

っ
か
り
変

り
、
音
を
偲
ば
せ
る
も
の
も
ほ
と
ん
ど

無
い
と
あ

っ
て
は
、
た
が
速
退
く
の
も

あ
た
０
ま
え
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
次
に
．

「
こ
れ
と
い
っ
た
月
事
も
な
し
．
街

を
見
て
も
は
じ
ま
ら
な
い
し
、
語
，
会

い
た
い
人
も
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い

か
ら
ね
‥
‥
」

と
い
っ
た
言
い
訳
め
い
た
こ
と
ば
か

り
続
き
ま
す
。

た
し
か
に
、
い
そ
が
し
い
世
の
山
、

そ
れ
ぞ
れ
が
■
奇
に
追
わ
れ
て
い
て
．

ゆ

っ
く
り
語
り
合
お
う
と
し
て
も
、
お

互
い
そ
の
暇
が
な
い
の
が
実
情
と
い
う

も
の
で
し
ょ
う
。

で
も
、
こ
ん
な
と
き
．
あ
る
き
ま

っ

た
場
所
に
行
け
ば
か
な
ら
ず
同
期
の
知

っ
た
板
の
誰
か
に
合
え
、
自
由
に
話
し

合
う
こ
と
が
出
来
る
と
な
っ
た
ら
ど
ん

な
に
い
い
だ
ろ
う
と
は
思

い
ま

せ
ん

カ

嬉
し
い
こ
と
に
．
わ
が
六
十
ｎ
に
は

そ
う
し
た
●
が
■
同
に
ち
ゃ
ん
と
用
意

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
そ
れ

を
御
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

―
つ
ど
こ
で
開
か
れ
て
い
る
の
か
と

■
し
ま
す
と
…
…

，
月

一
回
＋
六
日
．
こ
れ
は
六
十
日

卒
業
に
ち
な
ん
で
、
六
十
を
逆
に
し
＋

六
日
と
き
め
た
そ
う
で
す
が
、
，
日
に

関
係
な
く
、
日
曜
に
あ
た

０
た
と
き
だ

け
．
二
十
七
日
月
庭
日
と
な
っ
ま
す
。

場
所
は
、
６
岡
市
山
崎
新
Ｆ
の
後
，

恵

一
君
の
自
宅
応
接
室
．

在
ｔ
時
か
ら
三
々
五
々
集
ま

っ
て
は

気
ま
ま
に
語
り
，
い
、
時
に
は
十
時
を

過
き
午
前
●
叶
を
■
わ
る
こ
と
も
あ
る

と
か
。

会
費
は
二
〇
〇
Ｈ
の
持
ち
寄
，
．
お

外
Ｌ
ム
東
子
が
少
々
．
ア
ル
コ
ー
ル
は

圧
則
と
し
て
出
な
い
。

と
い
っ
て
．
別
に
か
た
く
る
し
い
勉

強
奎
と
い
っ
た
も
の
を
目
指
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。

そ
ヽ
そ
ヽ
．
こ
の
合
の
は
し
ま
り
と

，
度
わ
れ
わ
れ
が
働
き
盛

り

の
不

惑

い
う
の
が
．
今
を
去
る
二
十
二
年
前
、

の
年
を
迎
え
た
お
り
、
誰
か
ら
と
も
な

く
、
〓
え
ば
き
ま

っ
て
話
は
市
売
と
金

の
こ
と
ば
か
り
、
こ
れ
で
は
人
間
”
係

も
ぎ
く
し
ゃ
く
す
る
ば
か
つ
、
だ
が
』

た
ま
に
は
そ
う
し
た
生
■
―
話
と
は
聞

係
な
い
楽
し
い
自
由
な
場
を
持
つ
た
い

五

一
期

（三

６

暫
ら
く
御
無
沙
汰
し
ま
し
た
。
会
員

の
皆
様
に
は
益
々
御
元
気
で
各
方
面
に

抑
活
躍
の
こ
と
と
お
度
び
中
し
上
げ
ま

す
。
私
共
五

一
期
卒
業
生
は
「
五

一
会
」

と
称
し
て
、
年
二
回
春
は
東
京
で
私
は

静
岡
で
ク
ラ
ス
会
を
続
け
て
居
り
ま
す

こ
と
は
■
に
お
伝
え
し
た
通
り
で
す
．

今
回
は
静
国
の
三
笑
亭
本
店
で
去
る
十

一
月
十
九
日

土^
）
通
算
第
二
六
回
の

会
合
を
誠
し
ま
し
た
。
四
庁
者
は
二
人

名
で
内
訳
は
後
記
の
通
り
こ
す
が

一
年

前
の
二
六
名
よ
り
多
く
四
人
ず
つ
で
鍋

を
回
み
ま
し
た
が
大
変
に
賑
か
な
盛
ウ

上

っ
た
雰
囲
気
と
な
り
、
予
定
時
間
を

超
過
し
て
九
時
前
平
市
の
発
声
で
●
例

六
月
九
日
、
ス
一
ヒ
ロ
て
関
東
同
窓

会
が
あ

っ
た
が
．
五
四
子
会
は
小
生
と

細
丼
君
だ
け
で
淋
し
か
っ
た
。
と
こ
ろ

が
思
い
が
け
ず
首
回
か
ら
高
椅
孝
三
君

が
鈴
木
会
長
の
名
ヽ
で
出
席
し
．
お
ま

け
に
彼
の
誘
０
で
月
初
君
が
顔
を
現
わ

し
た
の
で
、
四
人
で
久
し
振
り
に
執
談

十
六
日
に
会
い
ま
し
よ
う

●
十
六
十
日
事
業
の
背
さ
ん
、
お
か

ら
０
あ
０
ま
せ
ん
か
。

東
京
と
い
う
大
部
〓
の
中
に
，
ん
で

い
る
と
．
同
期
■
と
い
え
ど
も
な
か
な

か
顔
を
合
せ
る
機
会
が
少
な
い
の
で
す

五
四
期

第 27号
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と
の
声
が
あ
り
、
そ
れ
が
き

０
か
け
と

な

っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。
で
す

か
ら
、
は
じ
め
か
ら
テ
ー
マ
な
ど
は
い

っ
さ
い
無
し
、
そ
の
時
々
で
思
い
つ
く

ま
ま
、
そ
の
場
の
風
し
た
い
で
．
時
々

は
大
き
く
航
路
が
は
ず
れ
る
こ
と
も
出

て
く
る
と
か
。

こ
の
四
月
の
合
に
は
．
撲
谷
恵

〓

オ
茂
誉
奥
、
鈴
木
功
．
名
渡
計
三
、
森

迪
也
．
山
本
燿
次
の
諸
君
が
元
気
な
顔

を
見
を
、
夜
お
そ
く
ま
で
話
が
は
す
ん

だ
と
い
う
こ
と
で
す
．

と
か
く
三
日
坊
主
て
く
す
れ
さ
る
こ

と
の
多
い
な
か
で
．
二
＋
年
余
う
も
こ

う
し
た
会
が
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
お
ど
ろ
く
べ
き
こ
と
だ
と
思
う
の
で

す
。
同
時
に
わ
が
六
十
期
と
し
て
は
大

―
に
自
慢
し
て
も
ｔ
ｔ
こ
と
で
は
な
せ

て
し
ょ
う
か
。

何
年
か
前
に
は
違
く
ロ
ー
マ
在
住
の

カ
メ
ラ
マ
ン
．
同
村
在
君
も
わ
ぎ
わ
ざ

姿
を
見
せ
て
呉
れ
ま
し
た
。
十
六
日
を

忘
れ
ず
に
、
静
岡
に
遠
退
い
た
足
を
向

け
て
見
ま
し
ょ
う
。
き

っ
と
思
い
か
け

な
い
人
に
あ
ぐ
り
蓬
い
、
思
い
が
け
な

い
話
に
出
会
え
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ

ん
．同
期
の
皆
さ
ん
、
い
つ
か
、
十
六
日

に
お
ム
一
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
．
さ
よ
う
な
ら
‥

―
．

（原
　
菩
〓
郎
）

ベ
ル
ー
か
ら

，
時
婦
国

三
十
年
ぶ
り
再
会
の
市
川
言

一肛
外
に
も
そ
の
足
を
延
ば
し
て
活
罐

す
る
人
■
が
、
●
が
六
七
劃
に
も
，
多

い
。
今
■
．
三
十
年
ぶ
り
に
ヽ
ル
ー
か

ら
二

峙
帰
同
し
た
市
川
●
”
君
も
そ
の

一
人
で
あ
る
。
六
七
期
の
久
し
振
っ
の

協
会
」
の
メ
ン
ス
ー
と
し
て
．
日
本
語

ま
室
の
主
任
教
上
を
勤
め
て
い
る
市
川

ヨ
●
．
こ
の
日
，
■
の
同
窓
会
合
“
で

「
人
ル
ー
の
日
本
語
女
常
の
■
状
こ
に

つ
い
て
、
請
演
し
た
。
教
一貝
．
教
材
の

不
足
、
日
本
語
ユ
員
の
結
与
の
‘
い
こ

と
な
ど
川
■
■
を
語
り
、

「と
，
わ
け

日
本
語
４
■
に
対
す
る
認
証
の
低
さ
が

最
大
の
問
延
。
そ
れ
で
も
．
ま
師
た
ち

で
の
二
部
授
業
．
■
埃
の
た
０

「
ウ
マ
　

れ
た
．

小
Ｆ
教
室
時
ヽ
」
の
口
霞
談
に
け
を
忘

‐ |´ _集
ま
り
は
、
帰
静
中
の
同
君
を
囲
む
か

た
ち
で
、
ま
る
二
月
十
七
日
の
夜
．
静

岡
市
安
西
の

「
か
き
や
」
で
。

，
マ
市
の
文
化
団
体

「
い
ち
ご
文
化

努
力
し
て
，
る
一
■
状
を
説
動
し
た
．

そ
し
て

「
日
本
の
阿
踪
化
に
は
日
本

語
の
国
際
化
が
大
事
。
■
術
や
学
問
は

も
ち
ろ
ん
．
日
本
の
文
化
や
心
Ｌ
日
本

語
で
●
え
な
く
て
は
理
解
は
不
可
能
．

雄
徊
で
■
か
で
．
世
界
で

一
番
美
し
く

ゆ
か
し
い
曰
本
語
を
世
■
に
広
め
、
一，

語
に
負
け
な
―
よ
う
に
す
る
た
め
、
多

く
の
人
の
協
力
を
願
い
た
い
」
と
結
ん

だ
。
「
か
さ
や
」
で
の
集
す
り
に
は
、
天

野
賢
皓
■
は
し
あ
．
何
年
ぶ
つ
と
い
う

顔
触
れ
も
加
わ
り
、
北
川
．
湯
原
．
――

■
、
三
清
先
生
な
ど
の
思
輌
に
同
省
〓

の
川
ヽ
副
会
〓三

ｉ
″
局
つ
！
永
先
生

■
中
淑
さ
ん
ら
も
出
Ｆ
．
十
四
人
の
，

加
と
な

っ
た
。

屹
“
の
発
声
は
．
一Ｆ
判
に
よ
り

一
言

迪
く
か
ら
の
出
席
者
。
今
回
は
当
恭
超

道
肺
地
か
ら
の
市
川
君
．　
″
”
中
叶
人

は
つ
い
昨
日
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
″
同

■
と
共
た
．
戦
後
の
■
け
■

っ
た
，
書

六
七
期

鰺一一罐一
は
、

レ
ベ
ル
向
上
を
目
指
し
て
懸
命

に

自

三

早

ヽ
■
＾
　

小

―

鎮
魂

・
戦
死
し
た
友

ヘ

５５
期
　
山
本
　
　
武

■
々
〓
５
サ
に
野
中
●
君
メ
市
●
〓

島
で
性
“
戦
π
し
た
金
■
卜
君

へ
の
尽

き
，
思
ｔ
を
込
め
た
ｔ
い
文
を
寄
せ
．

■
〓
“
号
で
は
中
］
〓
信
言
が
全
子
■

を
惜
し
み
な
，
ら
も
、
同
――
に

一
兵
士

と
し
て
「
イ
オ
ン
■
で
ユ
て
し
た
炊
１１１

昔
之
”
君
つ
場
合
‘
二
れ
て

一
ひ
ど
い

‐ｌｉ
代
だ

っ
た
〓
と
回
想
し
て
い
ま
す
。

三
た
０
私
が
筆
を
と
る
に
つ
い
て
は
、

■
た
ら
，
た
ま
た
ま
昭
和
Ｂ
午
１２
月
の

学
ｔ
出
”
ｉ
と
し
て
．
ら
の
け
ヽ
の
悲

●
の

一
つ
の
，
徴
と
さ
れ
・●
「お
だ
つ

●
●
世
代
」
に
属
し
、
ま
死
し
た
多
く

の
“
抑
の
学
友
と
単
Ｌ
で
の
同
期
の
戦

よ

ヽ
の
消
え
る
こ
と
の
な
い
”
Ｌ
の
想

い
て
抱
ぎ
詭
サ
イ、

■
後
を
●
き
て
き

た
と
い
う
特
別
な
感
慨
が
あ
る
こ
と
を

ご
ユ
“
下
さ
い
。

い
わ
ゆ
る
学
■
出
靡
，
〓言
わ
れ
る
の

は
、
昭
和
■
年
９
月
２１
「
在
学
微
，
延

可
記
叶
■
例
メ
閣
議
決
定
さ
れ
、
「
月

１
日
の
ル
●
公
“
に
よ
っ
て
、
全
ヽ
十

茨
万
と
指
定
さ
れ
る
法
文
ホ
学
生
が

一

〓
こ
徴
兵
■
■
を
，
つ
消
さ
れ
、
■
●

外
苑
の
出
靡
学
徒
壮
行
奎
な
ど
を
，
て

上
し
く
月
末
に
は
微
共
模
査
．
そ
し
て

圧
軍
は
２
月
ｌ
日
、
海
一早
は
Ю
口
に
二

十
，
、
二
千
水
兵
と
し
て
、人
々
人
旦
に

ス
■
、
人
団
し
て
い
っ
■
こ
Ｌ
を
．［
い

手
す
．
も
っ
と
も
そ
れ
以
前
に
、
圧
に

昭
和
“
年
か
ら
■
学
年
限
，
，
精
さ
れ

■
，
上
げ
卒
業
●
問
も
な
く
徴
■
さ
れ

て
い
る
■
●
が
お
―
、
ま
た
昭
和
終
午

，
月
に
は
、
最
初
か
ら
上
官
行
辿
で
あ

つ
た
に
■
の
一
月
■
別
晨
紅

兄

習

士

Ｌ
．
一■
●
の
十
三
期
飛
行
予
姉
学
生
の

公
メ
入
隊
も
あ
，
ま
す
。
金
子
●
は
こ

の
十
三
可
■
あ
―
．
ヶ
日
■
は
５
月
の

仲
周
と
共
に
、
２
月
の
”
国
連
隊

へ
の

入
■
で
し
た
．

こ
こ
で
き
き
の
野
中
■
、
中
臣
君
の

■
稿
に
■
干
の
楠
足
を
し
ま
す
。
金
■

古
が
失
ス
し
た
昭
和
“
一年
４
月
６
日
は

有
水

一
■
ｔ
■
の
初
口
で
、
Ｌ
海
合
わ

せ
て
三
百
余
機
の
Ｆ
攻
淡
が
■
人
さ
れ

米
単
，
料
で
も
艦
船
三
十
余
隻
撃
ｔ
破

と
い
う
相
当
の
工
果
を
あ
げ

て

い
ま

す
。
ま
た
、
，
子
君
た
ち
の
十
三
胡
飛

●
予
価
学
生
は
給
●
四
七
二
六
名
中
、

四
四
七
名
の
特
攻
を
台
ｔ
駅
死
者

一
工

三
五
名
と
い
ぅ
飛
行
予
“
学
生
中
の
景

夫
の
性
社
を
出
し
て
ｔ
ま
す
。

「〓〓
な

が
る
ろ
果
で
に
」
所
収
の
学
徒
兵
の
川

”
に

二十
政
も
子
情
士
官
な
る
意
地
が

ヽ_

'ヽ_

＾
■
本
　
徹
）

―

‘
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あ
り
」
と
あ
る
の
は
，
Ｆ
■
に
は
土
と

し
て
学
徒
共
と
予
科
■
が
あ
て
ら
れ
た

と
い
う
背
景
が
あ
，
、

「
十
三
邦
ヽ
攻

専
門
土
官
な
０
」
と
ｔ
う
は
．
き
き
の

数
字
が
実
証
し
て
い
ま
す
．

″
田
君
は
土
大
か
ら
で
し
た
が
、
私

は
ニ
ケ
方
の
初
午
二
ま
肯
を
共
に
し
た

の
で
、
彼
が
不
口
き
な
Ｔ
隊
■
懸
命
に

頑
張

っ
た
の
を
兄
て
い
ま
す
。
し
か
し

小
●
そ
動
■
に
炒
●
■
』
か
な
と
こ
ろ

が
ら
，
、
そ
れ
に
何
よ
，
テ
レ
旦
で
一早

隊
向
と
に
見
せ
か
け
を
よ
く
す
る
こ
と

な
ど
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
．
そ
し
て
■

都
候
補
上
言
競
に
■
ち
、
一
一寺
，
の
■

ま
市
方
行
と
な

っ
た
の
で
す
。
■
は
嘔

■
つ
年
４
月
下
旬
の
出
発
の
日
の
た
、

■
備
で
ご

っ
た
返
す
●
の
中
Ｌ
を
訪
ね

真
新
し
い
市
方
用
Ｔ
服
姜
の
■
と
会
い

■
し
た
．

「
こ
ん
な
も
の
石́
せ
ら
れ
ｔ

ゃ
、
お
し
ま
い
た
よ
」
と
債
，
と
も
計

ら
と
も
テ
レ
隠
し
Ｌ
も
と
よ
る
■
の
言

共
を
覚
え
て
い
ま
す
。
■
，
ど
う
慰
め

た
か
励
ま
し
た
か
■
え
て
い
ま
せ
ん
。

ゃ
が
て
役
の
方
か
ら

「
し
ゃ
」
と
言
い

挙
手
を
し
て
兵
合
に
一民
ろ
小
さ
な
後
娑

は
ょ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
時
間

後
に
街
円
を
去

一
た
静
”
道
ほ
は
、
５

月
”
日
館
山
沖
を
よ
ヽ
．
逢
十
ｉ
水
艦

の
言
撃
に
よ
っ
て
，
十
二
百
余
名
，
Ｉ

・
１■
，
Ｔ
．
＋
う
し
て
千
名
え
ら
す
が
す

イ
バ
ン
に
「
オ
、　
一
過
問
，
の
６
月
鰤

曰
敲
■
性
．
“
日
円
の
死
に
の
●
一■

―
し
．　
一̈

米
信
し
て
」
は
■
に
″
”

を
予
想
し
担
国
の
命
一〓
を
■
え
る
も
の

の
・一う
に
読
め
る
の
で
す
。
ま
た
■
と

同
し
，
上
挺
進
獣
隊
で
ル
ソ
フ
ル
で
殆

ど
全
減
し
た
医
に
、
“
期
の
杉
■
卓
也

見
習
士
官
が
い
ま
し
た
が
、
こ
の
は
に

“
中
キ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
中
山
市
と

旧
制
市
高
同
ユ
の
拡
上
春

“

■

も

お

り
、
口
ヽ
直
前
の
他
筆
が

「き
け
ら
だ

つ
み
の
こ
え
，一に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

「
父
上
”
、
●
■
■
．
元
気
デ
任
地

一

向
ヒ
マ
ス
．
‘
誕

＾
几

エ
ル
意
味
デ
■

＾
，
学
生
デ
ツ
ク
．
」
公
的
な
遺
書
と

別
に
、
粽
側
の
な
ｔ
突
入
直
前
の
メ
モ

の
中
に
両
稟
に
学
徒
共
の
語
つ
と
送
ヨ

を
み
る
こ
Ｌ
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
て

次
々
に
、
限
り
な
い
は
ど
有
ん
な
ι
ｔ

ｉ
が
逝
き
ま
し
た
。

か
つ
て
戦
争
■
験
伝
子
の
必
要
が
言

わ
れ
、
私
ヽ
そ
う
思
い
ま
し
た
が
、　
一

体
．
伝
〓
は
可
能
な
の
■
し
ょ
う
か
。

筵
倫
も
な
く
自
洋
上
力
も
な
い
政
治
、

米
国
の
Ｌ
界
戦
略
で
は
あ

っ
て
も
日
本

に
は
砂
上
楼
間
の
安
■
、
根
絆
い
ジ
ー

メ
ン
ー
＾
ッ
シ
ン
グ
の
中
の
か
，
そ
め

の
経
済
ナ
国
、
イ
ン
フ
ラ
■
備
を
言
れ

た
過
刊
消
費
社
会
、
古
田
満
氏
の
言
う

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
喪
失
、
小
此

木
啓
吾
ま
長
の
給
自
己
■
人
間
化
と
モ

ラ
ト
リ
ア
ム
人
綱
時
代
。
こ
れ
ら
は
野

中
鷲
の
言
う

一空
前
の
摯
ｉ
」
と
に
ｔ

う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
が

土
子
君
キ
Ｌ
饂
君
た
ち
岐
死
し
た
友
が

〓
後

の
晰
時
に
年
申
一し
た
，
同
●
平
可

に
■
合

っ
た
も
の
と
は
到
底
思
え
ま
せ

ん
．
ス
は
も
は
や
体
歌
伝
〓
の
意
欲
を

な
く
し
て
い
ま
す
．
■
さ
れ
た
●
た
ち

が

「
ら
だ
つ
み
の
Ｊ
念
」
に
こ
た
わ
，

一
姉
●
の
昭
和
」
を
生
き
市
け
る
こ
と

が
．
一●
承
そ
の
も
の
の
あ
り
方
で
あ
る

か
ヽ
オ
れ
な
い
と
思
う
こ
と
に
し
■
し

た
、
そ
し
て
そ
れ
が
．
い
ま
、
■
に
出

来
ろ
”
死
し
た
友

へ
の
負
■
の
徴
意
で

あ
る
こ
と
を
計
し
て
も
ら
い
た
い
と
思

●
て
い
ま
一１

五
五
期
の
高
橋
恒
三
君
が
、
昨
年
十

二
月
二
十
六
日
、
心
不
全
の
た
め
、
船

橋
市
新
高
根
三
／
ニ
ノ
四
の
自
宅
で
逝

去
さ
れ
た
。
寧
年
六
十
六
．

同
君
は
、
昭
和
＋
五
年
市
中
＋
、
旧

制
静
岡
高
長
、
東
北
大
学
事
業
後
、
文

市
省
に
ス
０
、
同
省
初
寺
中
等
望
育
局

審
議
●
、
文
■
●
文
化
財
保
護
部
共
、

東
北
大
学
ｉ
務
局
長
、
日
本
私
学
振
興

，
団
常
務
理
事
、
学
技
法
人
和
●
学
回

常
ヽ
理
事

・
事
務
局
長
等
の
要
敲
を
歴

，
さ
れ
た
。

関
東
同
窓
合
の
な
会
や
二
十
五
期
奎

に
は
必
ず
山
Ｈ
さ
れ
て
い
た
口
言
が
、

こ
こ
し
だ
ら
く
顔
を
見
せ
ず
、
健
康
が

す
ぐ
れ
ｉ
ｔ
と
の
こ
と
だ

っ
た
が
、
ユ

友
二
同
ま
た
元
気
な
姜
を
ｉ
せ
て
く
れ

る
も
の
と
一Ｅ
し
て
い
た
。

本
当
に
思
い
が
け
な
い
こ
と
で
、
今

と
な

っ
て
は
．　
・の
，
し
日
の
Ｆ
容
を
し

の
び
．
心
か
ら
ご
，
福
を
す
る
ば
か
，

で
あ
る
。
　
　
　
　

（日
川
■
■
■
）

五
五
期

一
病
息
災
と
い
う
こ
と
わ
ざ
は
子
，

の
頃
か
ら
よ
く
間
か
さ
れ
て
来
た
が
、

こ
れ
は

「無
病
で
鰐
鷹
な
人
よ
う
も
、

一
つ
ぐ
ら
い
病
気
の
あ
る
人
の
方
が
．

健
康
に
気
を
配
り
、
か
え

つ
て
ｉ
生
き

私
の

一
病
息
災

４２
川
　
堀

で
あ
る
」
と
い
う
事
と
二
解
し
て
い
る

の
だ
が
．
こ
の
一
ヽ

四
年
末
の
私
の
場

合
は
．
こ
の
ま
す
●
直
に
ｌｔ
受
，
，
難

い
の
だ
が
と
い
う
惑
し
，
し
て
来
て
い

る
。と

言
う
訳
は
、
す
０
こ
の
ユ
年
前
ま

で
は
．
＋
い
に
生
死
に
０
′
Ｆ
わ
る
よ

う
な
大
病
に
は
罹
ら
す
に
、
何
と
か
”

夷

●ヽ

●

ヽ、●

●

ヽ

ヽ

■

^
|ヽヽ|■ |ヽ

●ヽ
●

報

´
ヽ
ヽ

７
月
７
日
の
バ
ン
ザ
イ
突
撃
、　
マ
ッ
プ

岬
の
葉
団
自
決
を
経
て
、
７
月
Ｂ
曰
三

万
数
千
の
兵
士
が

一
方
の
市
民
と
共
に

玉
砕
し
ま
し
た
。
牧
由
君
は
海
上
戦
死

で
し
た
。
そ
し
て
８
月
１５
日
午
前
、
遠

隊
に
お
い
て
、　
一
等
兵
に
進
級
し
た
破

の
中
身
の
な
い

「追
骨
箱
」
が
遺
族
に

波
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

平
和
な
時
代
に
あ
れ
ば
方
能
な
技
術

者
で
あ

っ
た
ろ
う
金
子
君
．
間
違
い
な

せ
良
き
市
民
で
あ

っ
た
ろ
う
収
回
君
．

中
口
君
は

「志
願
し
」
た
も
の

「殺
さ

れ
」
た
も
の
と
言
う
が
、
あ
の
戦
争
て

理
不
尺
に
死
ん
だ
友
を
想
う
無
な
さ
に

変
り
は
あ
り
ま
せ
ん
．

「き
け
わ
た
つ

み
の
こ
え
」
に
始
ま
る
多
く
の
学
従
兵

の
追
稿
は
、

「真
空
地
帯
」
を
の
，
越

え
．
建
前
と
別
に
、
自
己
形
成
、
自
己

碓
信

へ
と
ひ
た
き
き
な
求
道
の
音
悩
と

渇
仰
に
満
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
隆

Ｔ
の
水
■
特
″
隊
で
あ

っ
た
海
■
艇
進

戦
隊
に
あ

っ
て
、
島
尾
敏
雄
氏
と
同
じ

奄
美
大
島
で

「出
発
は
き
に
訪
れ
す
」

生
き
て
い
た
日
々
．　
一哲
学
の
ヽ
本
門

層
」
が
座
右
の
書
で
し
た
。
そ
し
て
迫

稿
の
多
く
と
同
じ
よ
う
に
、
も
は
や
勝

敗
は
知
ら
ず
、
愛
す
る
国
■
と
同
胞
の

た
め
に
．
そ
れ
を
こ
の
時
代
の
定
め
と

し
て
、
実
入
す
る
の
み
と
考
え
る
ば
か

っ
て
し
た
，

私
に
は
、
金
子
君
の
辞
世

に
あ

る

一
君
に
準
げ
て
」
は
天
皇
を
意
味
し
な
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ス
に
よ
る
切
除
は
前
ら
め
．
放
射
線
療

法
に
切
替
え
て
、
日
下
そ
の
初
回
の
効

果
を
見
極
め
て
い
る
最
中
な
の
だ
。

今
の
と
こ
ろ
、
爬
瘍
そ
の
も
の
の
活

動
は
■
な
り
細
ま
つ
て
い
る
も
の
の
、

可
な
り
強
力
な
放
，
線
が
匝
瘍
の
周
囲

の
健
全
な
組
織
の
細
胞
に
及
に
す
副
作

用
が
、
私
の
場
合
は
可
な
り
頭
著
に
反

応
が
出
て
．
未
だ
に
腰
推
を
中
心
に
し

て
、
骨
、
円
節
や
筋
肉
が
、
何
種
類
か

の
疲
労
感
を
涙
わ
せ
て
お
り
．
人
工
肛

門
設
置
の
手
術
を
含
む
可
な
り
長
期
間

の
入
長
生
活
に
依
る
体
力
消
耗
と
重
な

り
、
未
だ
に
陵
適
な
体
力
回
復
に
は
ほ

ど
遠
い
体
調
に
、
日
夜
悩
ま
さ
れ
て
い

る
次
第
な
の
た
。

私
の
こ
の

一
病
は
、
青
床
腫
の
中
で

も
大
変
条
件
の
悪
い
場
合
だ
―
―
八
十

歳
近
い
高
齢
で
あ
る
こ
と
も
含
め
―

と
い
う
事
で
、
専
門
区
の
間
で
も
良
―

研
究
材
料
で
あ
る
と
さ
れ
、
必
ず
オ
い

お
医
者
が
仏
の
経
過
に
就
い
て
．
特
に

一
貫
し
て
資
料
を
上
理
し
て
い
る
由
で

あ
ら
た
。

こ
ん
な
訳
で
、
私
の
こ
の
奇
病
が
医

学
的
に
良
ｔ
研
究
資
料
に
な
っ
て
０
る

事
自
身
に
は
、
あ
る
，
度
私
の
闘
病
気

分
に
或
る
種
の
満
足
感
を
記
め
得
る
と

思
え
る
が
、
こ
の
回
病
生
活
が
ス
に
与

え
る
内
体
的
精
神
的
せ
痛
が
可
な
り
の

程
度
だ
と
感
ず
れ
ば
、
こ
の

「
こ
と
わ

ぎ
」
メ
普
通
の
軽
い
病
気
の
場
合
に
示

唆
す
る
と
こ
ろ
と
可
な
り
差
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
果
し
て
ど
う
だ

ろ
う
か
。

静

岡

の

思

い
出

４３
期
　
三
好
由
二
郎

私
の
小
さ
い
時
う、
ら
中
学
時
ヽ
ま
で

の
静
両
の
町
の
思
ｔ
出
を
す
こ
し
昔
く

こ
と
と
し
た
．
思
い
出
は
、
断
片
●
■

■
一ｍ
や
関
連
も
な
く
あ
い
ま
い
な
も
の

で
、
こ
れ
を
文
章
に
す
る
と
味
気
ｉ
ｔ

も
の
と
な

っ
て
無
し
―
も
の
だ
が
、
こ

の
私
の
■
い
出
に
事
る
た
』
ば
■
い
で

あ
る
。
な
お
．
■
人
そ
の
他
の
人
メ
Ｆ

と
ん
ど
Ｉ
わ
る
の
だ
が
、
そ
れ
ま
で
書

く
と
大
，
な
旦
に
な
る
の
で
失
ＩＬ
さ
せ

て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。

最
も
占
い
記
憶
に
は
大
正
三
年
の
安

〓
川
が
氾
ｉ
し
て
、
大
洪
水
と
な
り
床

ま
で
水
に
漫
っ
た
こ
と
と
、
同
じ
年
に

十
八
才
午
■
の
■
が
背
島
出
征
で
こ
れ

を
前
岡
哄

ヽ
兄
送
り
に
，

っ
た
こ
と
，

あ
る
．
当
時
私
の
一本
は
市
内
大
■
町
つ
ま
中

寺
●
嗅
力
内
‘
あ

っ
た
。
大
調
を
十
オ

ガ
と
一ユ
■
こ
と
に
広
書
苑
に
は
あ
る
が

■
し
い
一”
＾
方
た
．
字
の
“
，
製
，
Ｅ

の
あ
る
町
だ

っ
た
。
隣
町
は
大
工
町
と

言

っ
た
。
ど
ち
ら
も
，
か
な
が
ら
ヽ
カ

を
，

っ
た
背
か
そ
う
な
町
た
っ
た
。

そ
の
′
私
の
オ
の
，
所
は
、
大
正
三

年

（
六
オ
）
に
安
Ｆ
部
西
皇
日
村
字
Ш

村
ｔ
名

（市
町
）
に
、
同
十
三
年

（＋

四
■
）
に
市
内
相
生
町
に
、
■
年
に
社

通
●
肛
に
、
そ
し
て
昭
和
四
年
に
は
■

●
南
町
に
，
っ
た
。
ど
の
ｉ
所
か
ら
ヽ

小
学
校
ヽ
中
学
校
も
■
■
遠
ｔ
距
瑯
だ

っ
た
．
ｉ
一は
そ
れ
が
■
い
し
て
ｉ
学
に

よ
っ
て
一Ｌ
分
八
山
の
町
を
知
―
■
間
を

■
あ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
，
だ
。
静
回

の
思
い
出
を
■
，
に
し
、
ま
た
親
近
忠

を
“
く
し
た
と
思
っ
て
い
る
。

足
名
で
は
、
小
学
技
と
中
学
の
は
じ

め
の
頃
を
過
し
た
の
で
■
に
思
い
山
は

，
い
。
駅
南
の
小
さ
な
宇
だ

っ
た
が
、

市
に
時
〓
し
て
い
て
、
市
に
通
じ
る
●

道
も
で
き
、
区
画
■
理
も
で
き
て
五
田

発
ル
と
し
て
こ
れ

か
ら
と
ｔ
，
所
だ

つ

た
。
口
自
ヽ
ま
だ
ら
，
、
■
地
た
ど
も

あ

‘
、

魚
〓
，
、
三
角
＾
―
ス
の
野

■
■
と
拉
Ｆ
に
，
女
く
こ
と
は
な
か
っ

た
。
こ
こ
は
，
水
地
成
で
、
私
の
オ
て

ヽ
潟
き
す
か
ら

っ
て
、
ま
”
水
そ
の
ｔ

す
べ
て
こ
の
水
を
に

っ
て
い
た
．
詞
の

Ｌ
■
Ш
回
て
も
■
所
に
湧
水
が
砂
を
ふ

き
上
げ
て
い
た
。

大
工
六
午
西
÷
言

旱
常
高
年
小
学
技

に
入
学
、
学
●
の
前
に
，
神
社
が
あ

一

て
遺
一内
に
は
，
の
大
樹
が
繁
っ
八
月

一

日
の
祭
の
●
の
尺
王
の
画
火
が
名
ル
た

っ
た
。
学
校
ま
で
は
二
十
ほ
ど
だ
が

一

■
生
の
子
供
に
は
這
か
っ
た
。
旧
東
，

道
に
は
ま
た
●
並
木
が
市
帝
と
し
て
ｔ

た
。
二
年
生
の
と
き
中
学
入
学
訳
咬
に

備
え
て
新
通
■
常
高
〓
―、
学
校
に
七
´

し
た
。
一員
と
か
西
と
か
の
●
名
使
ヽ
は

■
‘
だ
が
認
■
て
ヽ
Ｌ
え
な
か
っ
た
と

の
こ
と
た
っ
た
．
迪
学
路
の
４
中
に
三

台
院
が
あ

っ
た
。
本
日
局
の
墓
所
で
，

内
が
よ
く
、
山
門
、
■
■
、
庫
押
な
ど

■
築
物
は
い
ず
れ
も
■
大
た
っ
た
。
特

に
本
堂
の
星
■
の
天
上
に
せ
，
上
る
よ

う
な
ｔ
の
■
は
共
に
美
事
だ

っ
た
。
正

月
に
は
境
内
に
サ
ー
カ
ス
等
の
奥
行
や

物
売
０
な
ど
賑
い
人
出
ｔ
多
か
っ
た
。

大
■
十
二
年
．
を
日
の
”
同
中
学
に

入
学
〓
き
た
。
こ
の
通
学
丼
は
駅
前
か

ら
市
の
中
心
部
の
繁
〓
荷
を
通
る
か
．

〓
端
に
出
て
外
晨
か
内
濠
の
ど
れ
に
す

る
か
だ

っ
た
が
、
ど
の
道
と
ど
の
よ
う

■
世
●
サ
る
か
は
そ
の
Ｈ
そ
の
日
の
■

い
●
■
一、

４
一く
，
適
で
楽
し
い
道
学

だ
っ
た
．

一，
十
三
年
に
は
、
相
■
，
‘
〓
居
し

た
。
此
所
か
ら
の
通
学
路
は
、
お
城
の

■
側
か
ら
北
側
の
凛
端
を
通
ろ
か
．
ま

だ
出
コ
も
”

っ
て
い
た
稟
鳥
匠
町
か
ら

，
工
場
に
出
て
¨
抒
”
社
の
わ
き
道
を

行
く
か
つ
ど
れ
か
だ

っ
た
。
練
兵
場
ｌｔ

ｔ
好
の
ｔ
び
場
で
、
■
み
で
は
に
分
こ

こ
で
道
草
を
資

っ
た
。
し
か
し
，
兵
場

で
兵
隊
が
●
習
し
て
い
た
の
を
見
た
億

え
が
な
い
の
が
不
思
議
た
。

■
十
四
年
，■
は
、
通
卓
町
に
〓
言
し

た
．　
一
■
余
に
ど
が
去
Ｉ
川
情
で
、
土

手
逓
は
旧
街
道
の
本
昴
と
隣
接
し
た
並

り
，
け
て
来
た
の
だ

っ
た
が
、
昭
和
六

＋

一
年
の
夏
に
な

っ
て
、
い
つ
の
間
に

か
と
ん
で
も
な
い
奇
病
に
罹

っ
て
い
る

事
が
判
り
、
私
を
び

っ
く
０
さ
せ
た
。

一
日
に
言
え
ば
、
何
時
の
間
に
か
私
の

下
度
の
中
に
は
．
世
に
も
珍
ら
し
い
悪

性
の
腫
瘍

（し
ゅ
よ
う
、
で
き
も
の
）

が
、
知
ら
ぬ
間
に
ど

っ
か
り
と
，
み
付

い
て
い
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
の
だ
っ

た
。
専
門
的
に
は
，
索
延

＾
せ
き
さ
く

し
ゅ
）
と
言
う
の
だ
そ
う
だ
が
．
こ
の

腫
瘍
そ
の
も
の
が
珍
ら
し
ｔ
上
に

（胎

児
の
青
索
の

一
部
が
生
れ
て
も
奇
髄
に

進
化
し
得
な
い
で
そ
の
ま
ま
残

っ
た
も

の
）
、
そ
の
発
生
し
た
位
置
が
、
青
前

の
最
下
端
の
第
二
腰
推
の
内
側
で
治
療

に
は
最
も
困
難
な
位
置
の
自
で
あ
り
、

こ
れ
を
処
置
出
来
る
お
医
者
さ
ん
も
大

変
少
な
く
．
ユ
の
場
合
も
わ
ざ
わ
ぎ
束

大
付
属
病
院
の
Ｍ
教
授
を
煩
わ
せ
ざ
ろ

を
得
な
か
っ
た
山
だ
っ
た
。
詳
し
く
お

話
し
す
る
に
は
と
て
も
紙
数
が
足
り
な

い
が
、　
一
口
で
言
え
ば
、
踵
瘍
そ
の
も

の
に
余
り
靖
ま
な
い
が
、
そ
の
生
〓
は

早
く
、
周
り
の
内
直
に
機
械
的
な
思
さ

〓
仕
掛
け
る
の
が
国
る
の
だ
。
私
の
場

合
．
直
前
に
位
置
す
る
直
腸
が
物
理
的

な
ェ
迪
を
受
け
て
、
ひ
ど
い
便
“
の
状

態
に
追
い
込
ま
れ
る
訳
だ
。

そ
れ
で
私
の
場
合
、
約
半
年
毎
に

一

回
の
割
合
で
切
除
を
試
み
た
が
成
功
せ

ず
、
き
に
昨
年
の
十
二
月
か
ら
に
．
メ

ヽヽ _
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行
路
だ
０
た
か
ら
、
古
ｔ
町
の
名
残
り

の
あ
る
町
並
み
で
、
家
が
ｍ
密
し
て
い

た
。
学
校

へ
は
■
手
通
を
直
通
し
て
馬

場
町
か
ら
外
一よ
に
出
た
。
■
手
通
は
城

下
町
の
古
い
町
に
沿

っ
て
い
る
の
で
、

大
小
の
旧
商
家
も
多
く
、
繁
羊
な
町
並

み
だ
つ
た
。■

か
ら
入
ま
で
の
番
町
に

は
古
０
大
き
な
住
宅
が
整
然
と
し
て
，

た
。こ
う
し
て
昭
和
三
年
春
に
は
無
事
中

学
を
卒
業
し
、
次
の
進
学
も
で
き
た
。

そ
の
後
、
住
月
は
再
び
南
町
に
移

っ
た

が
、
昭
和
七
年
大
学
入
学
で
静
同
を
離

れ
た
。
そ
の
後
家
も
他
所
に
移

っ
た
の

で
静
岡
に
帰
る
こ
と
も
無
く
な
っ
た
。

住
〓
と
通
学
路
な
ど
の
思
い
出
を
書

い
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
特
別
の
思
い

出
を
い
く
つ
か
書
せ
て
み
よ
う
。

大
二
十
二
年
全
国
中
等
学
校
野
球
優

勝
大
会
で
帯
中
メ
優
勝
し
た
時
、
四
年

生
だ

っ
た
。
一神
戸
に
規
せ
き
が
あ
っ
た

の
で
、
高
松
中
学
校
を
除
い
て
他
の
三

試
合
を
甲
子
日
で
応
援
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
十
九
回
の
延
長
戦
、
優
勝
戦
の

勝
利
は
正
に
感
激
だ

っ
た
。

中
学
の
幅
章
が
変

っ
た
の
は
二
年
の

時
で
、
新
章
も
良
か
っ
た
が
旧
章
も
拾

て
難
い
も
の
が
あ

っ
た
。
静
中
生
の
誇

が
端
的
に
表
示
さ
れ
て
い
た
か
ら
か
も

知
れ
な
い
。
後
か
ら
思

っ
た
が
、
市
大

の
帽
章
は
、
ど
の
大
学
で
も
最
後
言
で

大
学
の
字
形
だ

っ
た
よ
う
た
。

駿
府
城
の
内
濠
外
濠
共
に
良
か
っ
た

し
、
周
辺
も
ま
た
実
に
よ
か
つ
た
。
内

一ま
の
石
垣
、
■
手
、
水
の
色
、
そ
し
て

周
コ
の
教
会
、
不
二
女
学
校
の
ま
合
、

知
事
官
告
、
県
庁
、
業
文
庫
、
附
局
小

学
■
、
師
範
学
校
、
刑
務
所
な
ど
ど
れ

を
見
て
も
静
寂
そ
の
も
の
た
っ
た
。
外

豪
の
追
手
町
側
の
官
庁
、
学
校
、
御
用

邸
、
前
岡
倶
栞
部
な
ど
立
派
な
建
物
だ

っ
た
。
そ
し
て
濠
側
の
柳
並
木
が
新
緑

の
頃
き
れ
０
だ

っ
た
。
西
草
深
、
東
草

探
、
水
落
あ
た
り
の
高
級
住
宅
地
も
良

い
環
境
た
ｏ
た
。

呉
服
町
通
り
は
銀
座
、
七
間
町
に
浅

草
、
両
普
町
辺
り
は
神
回
、
そ
し
て
紺

Ｅ
町
は
新
橋
。
こ
れ
は
後
か
ら
私
の
考

え
た
と
こ
ろ
だ
。
い
ず
れ
も
何
と
も
良

い
町
で
、
そ
し
て
上
品
で
決
し
て
騒
然

と
し
た
と
こ
ろ
が
ヽ
か
っ
た
。

賤
接
山
、
谷
津
山
、
八
幡
山
そ
し
て

安
倍
川
な
ど
は
天
意
の
良
ｔ
環
夏
だ
。

別
に
考
え
る
と
、
こ
れ
に
小
鹿
山
、
久

能
山
、
海
岸
を
加
え
て
、
家
床
は
要
言

堅
回
な
駿
府
城
を
選
ん
だ
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。

桜
湯
は
七
間
町
と
宝
台
院
の
前
の
通

り
と
の
交
叉
す
る
角
に
あ

っ
た
銭
湯
で

ヽ
そ
ら
く
静
岡

一
の
大
き
さ
だ

っ
た
と

思
う
。
脱
衣
場
が
独
待
で
広
く
ゆ

っ
た

り
し
浴
場
部
分
と
代
に
並
ん
で
ヽ
て
、

浴
場
と
の
社
切
り
が
透
明
硝
子
張
り
で

ど
ち
ら
か
ら
も
見
え
る
よ
う
に
な

っ
て

い
た
．
■
に
奥
に
は
〓
づ
く
り
の
池
に

，
が
，
い
で
い
た
。
工
に
ｉ
ｍ
ｔ
ｉ
岩

■
一●
．
前
●
キ
ネ
一
Ｈ
ｔ
匿
町
と
両
■
，
の

た
ス
す
る
●
に
あ

っ
た
汗
画
，
門
の

‐―１１，

級
嗅
一円
館
だ

っ
た
。
中
学

一
年
の
と
き

兄
に
伴
わ
れ
て
洋
画

「
す
●
メ
」
を
観

た
．
女
が
老
人
の
り
の
頭
を
金
に
干
せ

て
く
る
シ
ー
ン
だ
け
が
印
争
に
，

っ
て

い
る
。
加
何
に
有
名
文
■
ｒ
ｉ
ｔ
ヽ
ま

た
Ｆ
“
“
丼
な
い
竹
だ
。

若
仕
座
は
寺
肛
洸
，
で
、
ｔ
時
■
の

角
か
ら
■
に
あ

っ
た
芝
言
小
こ
で
、
青

●
の
本
格
的
な
歌
丼
●
劇
場
だ

っ
た
。

今
も
あ
れ
に
讀
Ｌ
の
琴
＋
歌
丼
■
以
上

の
由
ι
あ
る
劇
場
と
な

っ
た
と
世
し
ま

れ
る
。
小
学
生
の
こ
ろ
兄
の
仕
事
の
円

■
で
、
こ
の
芝
居
小
屋
で
す
庁
Ｆ
麦
手

習
艦
が
上
演
さ
れ
た
の
を
見
た
慎
え
ヽ

あ
ら
。
安
借
川
に
近
い
新
蒟
か
ら
入
っ
た
，

に
三
方
田
凹
に
州
す
れ
た

一
画
の
雇
“

が
あ

っ
た
．
二
Ｔ
町
と
い
っ
た
。
小
学

生
も
工
学
年
の
こ
ろ
だ
と
思
う
が
兄
の

お
伴
で
こ
こ
で
お
せ
ら
ん
道
中
を
見
物

し
た
．
不
思
書
な
も
の
を
見
た
思
い
だ

っ
た
。
近
時
よ
く
に
さ
れ
る
●
ヽ，
の
も

の
と
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
と
思
う
が
、

も
う
少
し
年
を
と
っ
て
い
た
ら
行
か
な

か
っ
た
と
思
う
。

「
キ
ャ
ア
●
が
鳴
く

ん
で
雨
ず
ら
よ
」
の
歌
詞
は
■
処
で
生

ま
れ
た
と
言
う
伝
説
が
あ
る
が
，
お
の

〓一
は
分
ら
な
い
．

彙
”
奥
の
キ
■
に
恵
ま
れ
イ
、

■
岡

に
は
本
“
に
間
二
す
ら
”
÷
●
‘
が

っ

た
．
■
■
茉
、
■
■
”
．
ケ
共
■
せ
＋
．

■
“
Ｆ
、
下
駄
”
な
ど
が
、
本
延
、
新

通
、
土
手
一ｔ
な
ど
の
，
道
に
よ
く
見
ら

れ
た
。
■
所
が
近
か
っ
た
故
か
、
仕
事

場
を
外
か
ら
見
て
い
る
の
が
好
き
だ

っ

た
。
本
を
切

っ
た
０
削

っ
た
０
す
る
と

き

の
本
の
■
，
．
９
●
煮
え
る
「
い
、

■
，
て
た
市
オ
■
遠
く
譜
ユ
で
キ
リ
リ

と
推
き
柿
め
て
次
々
と
ヽ
上
げ
て
行
く

手
踪
、
し
か
も
そ
の
脩
ユ
が

一
本
だ

っ

た
り
し
て
，
く
な
つ
か
し
い
。
法
ｒ
，

の
仕
事
も
よ
く
見
た
。

中
学
の
こ
と
を
昔
く
の
が
本
当
だ
が

書
け
ぼ
山
Ｆ
ど
も
あ
る
し
．
こ
の
思
い

出
は
話
氏
も
同
〓
だ
と
思

っ
て
今
回
は

ヽ
■
る
こ
と
と
し
た
。

静
岡
も
ま
す
ま
す
発
晨
し
て
行
く
こ

と
と
思
う
が
、
前
日
の
町
の
古
く
●
■

高
い
Ｅ
■
は
，

っ
て
行

●
て
ほ
し
ヽ
と

思
う
。
菫
か
で
、
●
や
か
で
、
ま
し
あ

で
そ
し
て
明
ろ
ヽ
オ
同
の
町
よ
。

人
間
生
態
学
に
つ
い
て

お
期
　
山
本
　
幹
夫

何
こ
こ
ん
な
こ
と
に
な

っ
て
い
る
か

と
い
う
と
、
■
■
私
の
看
，
に
な

っ
て

ｔ
ろ
■
■
は
、

と
一
―
マ
ン
一
コ
●
ジ

ー

（
人
間
ｔ
ｔ
学
）
と
い
う
学
問
を
大

学
Ｌ
の
学
生
の
選
Ｆ
訳
日
と
し
て
な
た

て
い
る
か
ら
だ
。

■
単
に
い
う
と
人
間
の
生
き
ざ
ま
に

関
連
し
て
生
き
て
い
る
■
■
の
問
題
を

も
～
く
め
て
考
え
る
学
問
を
ま
え
る
こ

と
に
し
て
い
う
が
、
最
近
ニ
ー
三
年
は

大
学
Ｌ
の
学
生
で
こ
れ
を
受
読
し
よ
う

と
す
る
も
の
が
ｔ
ｉ

ｔ
の
ィ
、

そ
の
「

ｌｔ
大
学
で
ま
え
な
い
。

自
分
と
し
て
は

一
九
六
五
年
ご
ろ
か

ら
杭
け
て
い
る
、
色

々
の
環
■
条
件
が

日
本
人
の
社
卜
や
上
イ
に
ど
ん
な
影
響

を
■
に
す
か
地
域
的
た
研
■
を
細
々
と

続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

人
間
■
態
学
に
．
米
国
で
公
害
問
題

卜
や
か
ま
し
く
な

っ
た
時
一ヽ

こ
の
問

■
を
●
■
す
る
た
め
の
■
学
的
な
基
丼

と
し
て
．
こ
の
学
問
が
用
い
ら
れ
．
■

●
領
の
ま
告
に
も
わ
ら
わ
れ
る
よ
う
に

な

っ
て
か
ら
で
あ
る
。

元
来
環
境
を
含
め
た
．
人
間
の
い
き

さ
ま
が
生
活
条
件
か
ら
ど
の
よ
う
に
影

響
さ
れ
る
か
を
．
し
み
に
研
究
し
て
来

た
こ
の
学
問
が
、　
一
■
に
社
会
の
問
題

と

一
綺
に
大
き
く
′
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し

た
形
に
■

っ
て
か
ら
、
Ｌ
間
が
大
き
く

関
心
を
キ
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
前
述
の

状
況
の
中
で
．
一ス
人
か
ら
見
る
と
．
十

現
耐
の
大
学
′
長
を
退
職
し
て
か
ら

三
年
に
な
る
．
だ
が
、
ま
だ
大
学
■
●

を
卒
業
し
な
い
。
同
じ
大
学
で
バ
ー
ー

タ
イ
ム
の
ィ
員
ま
授
の
仕
事
を
し
て
い

る
か
ら
だ
。
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分
の
分
析
を
す
る
の
に
は
可
成
，
の
専

門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
た
め
、
具
体

的
な
研
究
は
専
門
家
に
ま
か
せ
ら
れ
て

そ
の
研
究
結
果
だ
け
を
頼
り
に
し
て
、

一
人
歩
き
し
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情

に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
方
面
の
こ
と
が
本
当

に
分

っ
て
い
る
専
門
家
が
極
め
て
少
い

中
で
は
、
こ
れ
を
用
い
て
、
人
の
生
存

を
守
り
、
環
撹
を
改
善
し
た
り
す
る
こ

と
の
必
要
性
に
対
す
る
認
識
は
ど
う
し

て
も
お
く
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
中
心
と
し
て
情
報
科

学
を
十
分
に
駆
使
す
れ
ば
．
こ
れ
ら
の

科
学
を

一
層
す
す
め
る
こ
と
が
出
来
る

の
で
あ
る
。

わ
が
口
に
水
を
引
こ
う
と
す
る
こ
と

に
は
な
る
が
、
わ
が
日
で
も
も

っ
と
ヽ

っ
と
こ
の
様
な
人
の
生
命
に
か
か
わ
る

基
本
と
な
る
学
問
に
つ
い
て
関
心
と
努

力
が
払
わ
れ
な
い
と
、
本
当
に
幸
福
な

国
民
生
活
は
開
発
さ
れ
な
い
の
で
は
な

い
か
。
（帝
京
大
学
医
学
部
客
員
教
授
）

と
言
い
て
い
る
の
は
誤
り
て
、
民
は
地

理
の
執
師
で
あ

っ
た
。
私
違
が
入
学
し

た
の
は
昭
和
十
八
年
で
、　
一
学
期
の
地

理
担
当
は
退
役
陸
軍
少
佐
ヌ
マ
カ
ン
こ

と
沼
館
先
生
で
し
た
。
メ

マ
カ

ン
に

「準
大
」
を
習

っ
た
と
こ
ろ
で
先
生
は

軍
役
に
復
帰
さ
れ
、
シ
モ
ノ
に
地
理
を

習
う
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
の
地
理
学

習
は

「
地
誌
」
中
心
で
あ

っ
た
が
、
シ

モ
ノ
は
、
毎
迪
在
地
域
別
に
地
図
を
言

い
て
提
出
す
る
の
を
宿
題
と
す
る
以
外

地
誌
を
ま
え
よ
う
と
せ
ず
、
教
科
書
も

，
用
し
な
か
っ
た
。
授
業
内
容
は
■
産

業
地
理
」
で
あ

っ
た
。
石
油
に
つ
い
て

日
本
の
産
油
量
●
世
界
の
油
田
延
帯
、

分
布
図
．
そ
し
て
石
油
の
べ
昔
物
や
合

有
物
に
つ
せ
て
設
義
さ
れ
、
■
るヽ
で
鉱

物
の
授
業
で
あ

っ
た
。
現
在
私
の
記
憶

に
残

っ
て
０
る
石
油
合
有
物
は
、
松
根

油
と
油
母
ケ
ツ
岩
で
あ
る
。
ツ
モ
ノ
の

変

っ
て
い
た
の
は
、
授
業
ば
か
り
で
な

く
、
授
業
中
に
語
る
時
局
批
判
に
あ

っ

た
。

「
そ
の
う
ち
運
動
場
は
農
場
に
な

る
ぞ
」

「
教
練
で
使

っ
て
い
る
三
入
式

歩
兵
銃
は
、
軍
隊
が
武
器
不
足
に
な
り

返
却
さ
せ
ら
れ
る
」

「
こ
の
技
合
も
や

が
て
Ｔ
隊
の
兵
告
に
な
る
」

「君
達
は

工
場
に
動
員
さ
れ
、
最
後
は
竹
お
を
持

た
さ
れ
国
上
防
衛
隊
員
に
な
る
」
等
々

‥
―
。
そ
の
度
に
、
神
国
日
本
の
不
敗

を
信
す
る
様
に
子
供
の
時
か
ら
教
育
さ

れ
て
来
た
私
達
生
徒
の
方
は
「非
国
民
」

「
敗
北
主
義
者
」

「憲
ス
に
送
捕
さ
れ

る
ぞ
」
と
言
っ
て
ヒ
ソ
ヒ
ソ
私
話
し
．

と
ん
で
も
な
い
事
を
言
う
先
生
だ
と
思

っ
て
い
た
。
当
時
の
静
中
校
長
問
処
武

夫
は
、
工
信
的
と
も
言
う
べ
き
国
家
主

義
者
草
国
主
義
者
で
、
罰
礼
・祝
口
・記

念
日
機
会
あ
る
ご
と
に
尽
恵
報
国
を
説

き
、
そ
の
ア
ジ
演
説
は
な
像
を
絶
す
る

も
の
で
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
ば
り
で
あ

っ
た
。

背
広
姿
で
敬
礼
は
お
詳
儀
で
あ

っ
た
シ

モ
ノ
は
態
度
服
装
だ
け
で
既
に
異
端
の

人
で
あ

っ
た
。
非
国
民
シ
モ
ノ
は
．
急

兵
に
逮
捕
さ
れ
な
か
っ
た
が
．
そ
の
代

わ
り
彼
に
“
集
今
状
が
舞
い
込
ん
だ
の

は
二
学
期
の
終
わ
り
の
頃
だ

っ
た
ろ
う

か
。
し

モ
／
の
別
れ
の
服
装
と
言
葉
は

私
達
の
意
表
を
失
く
も
の
だ

っ
た
。
戦

厠
帽
を
冠
リ
ゲ
ー
ト
ル
を
巻
き
、
カ
ー

キ
色
の
国
民
服
を
着
て
登
場
し
た
の
で

あ
る
。
ア
ッ
と
驚
く
私
達
を
前
に
シ
〓

ノ
は
更
に
強
烈
な
ス
ン
チ
を
放

っ
た
。

「
不
肖
シ
〓

ノ
に
，
大
元
帥
陛
下
の
命

に
よ
り
入
隊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

‥
。」時
局
批
判
者
の
シ
モ
ノ
の
事
で
あ

る
。
私
撻
は
担
当
手
厳
し
い
批
判
的
言

辞
を
秘
か
に
期
待
し
て
０
た
の
に
．
全

く
逆
な
大
時
代
の
姜
り
に
度
胆
を
抜
か

れ
た
。
こ
の
換
拶
も
現
在
振
り
返
っ
て

考
え
て
み
れ
ば
、
シ
モ
／
ら
し
い
大
変

な
痰
内
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
鈴
木
君

も
述
べ
て
い
る
様
に
シ
モ
ノ
は
子
供
に

近
い
チ
ビ
で
あ
っ
た
。
あ
の
チ
ビ
で
は

恐
ら
く
丙
種
で
あ

っ
た
ろ
う
。
戦
争
末

期
に
は
丙
種
も
徴
兵
さ
れ
た
が
、
本
■

決
戦
の
た
め
の
内
地
配
術
で
あ
り
戦
死

し
た
人
は
皆
無
で
あ
る
¨
あ
の
時
期
、

本
人
は
勿
論
私
達
生
徒
も
丙
種
の
シ
モ

ノ
が
役
兵
さ
れ
る
と
は
思
い
も
か
け
な

か
っ
た
。
戦
後
、
徴
兵
事
務
に
従
事
し

て
い
た
人
の
秘
話
を
読
む
と
、
か
な
り

懲
罰
的
招
集
メ
損
行
し
て
い
た
様
で
あ

り
、
ツ
モ
ノ
の
招
集
も
懲
節
と
所
定
し

て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
命
令
に
対
し

「
不

肖
シ
モ
／
は
大
元
帥
陛
下
の
命
に
よ
り

…
…
。」
と
応
副
し
た
の
で
あ
る
。
鈴
木

君
は
天
皇
陛
下
の
命
に
よ
り
と
書
い
て

い
る
が
．
こ
こ
は
天
皇
で
な
く
大
元
帥

で
な
く
て
は
，
モ
ノ
の
真
意
と
皮
肉

・

ク
ラ
ミ
は
生
き
て
こ
な
い
。
現
人
の
若

者
に
す
れ
ば
、
天
皇
で
も
大
元
帥
で
も

同
じ
昭
和
天
皇
を
指
し
て
い
る
か
ら
ど

う
で
も
よ
い
と
言
う
だ
ろ
う
が
、
一具
理

を
愛
し
た
シ
モ
ノ
に
は
大
元
師
で
な
く

て
は
い
け
な
い
の
だ
。
立
法
●
政
司
法

の
三
権
の
最
高
統
治
者
の
天
皇
で
な
く

て
陸
海
の
最
高
統
ヽ
者
即
ち
統
帥
権
者

で
あ
る
大
元
師
筐
下
の
命
令
で
あ
る
。

言
外
の
シ
モ
ノ
の
無
念

・
情
悪

・
反
感

を
想
像
す
る
と
胸
を
締
あ
つ
け
ら
れ
る

思
い
が
す
る
。
シ
モ
ノ
が
去

っ
た
後
の

日
本
と
静
中
の
運
命
に
．
全
く
発
生
の

予
言
の
通
り
の
事
が
次
か
ら
次

へ
と
起

り
、
敗
戦
を
迎
え
て
し
ま

っ
た
。
シ
モ

ノ
は
、
ビ
ル
マ
戦
線
で
散

っ
た
と
言
う

人
も
い
れ
ば
．
南
方

へ
の
輸
送
船
が
攻

撃
さ
れ
戦
死
し
た
と
言
う
人
も
い
る
。

戦
後
の
荒
廃
の
中
か
ら
食
う
や
食
わ
ず

の
生
活
を
し
て
ヽ
た
当
時
の
私
症
は
、

人
の
死
に
対
し
て
た
ｏ
し
て
感
動
も
場

か
ず
、

「
そ
う
か
‥
‥
」
と
い
っ
た
程

度
で
あ

っ
た
。
鈴
木
君
の
世
稿
に
よ
っ

て
シ
モ
ノ
と
い
う
す
ば
ら
し
い
先
生
が

静
中
に
ｔ
て
、
あ
の
狂
気
の
戦
争
中
に

自
分
を
見
失
わ
す
．
真
理
を
受
し
冷
静

な
恨
で
時
局
の
推
移
を
予
言
し
、
勇
気

を
■

っ
て
日
本
の
進
路
の
ま
り
に
警
範

を
鳴
ら
し
続
け
た
教
師
の
存
在
を
想
起

さ
せ
て
戴
い
た
。
シ
モ
ノ
は
、
地
理
の

授
業
を
通
し
て
近
代
戦
の
防
敗
は
国
カ

の
優
劣
に
よ
存
し
て
お
り
、
基
本

エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
石
油

一
つ
と

っ
て
も
、

米
共
と
の
差
に
歴
然
と
し
て
お
り
、
松

の
木
を
揃
り
返
し
て
松
根
油
な
ど
と
い

う
劣
悪
な
油
を
徴
■
採
条
し
て
も
ナ
ン

セ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
を
生
徒
に
認
識
さ

せ
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一言
う
な
れ

ば
、
全
世
界
的
視
野
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

も
の
の
見
方
を
私
逮
に
教
え
た
か
っ
た

の
で
あ
る
。
戦
争
批
判
者
で
あ
り
、
■

大
な
時
局
の
予
言
者
ツ
モ
ノ
は
■
の
教

育
者
だ

っ
た
の
で
す
。
戦
争
中
．
静
■

の
す
ぐ
近
く
の
外
濠
た
面
し
た
借
家
に

シ
〓
ノ
は
，
ん
で
お
り
．
〓
き
真
様
と

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
“
を
■
母
草
に

乗
せ
鷲
歩
し
て
０
た
先
生
に
、
放
課
後

よ
く
お
会
０
し
た
も
の
で
あ
る
。
歩
行

「
下
野
は
　
い
づ
こ
」

訂
正
補
足６４判
　
渡
辺
　
素
夫

先
号
の
鈴
木
明
郎
君
の

■
シ
モ
ノ
は

い
う
こ
」
を
拝
読
し
、
同
君
の
記
述
を

訂
正
補
足
し
た
い
と
思
う
。

同
君
が
ッ
モ
ノ
氏
を
世
界
史
の
先
生

ヽ

1

ヽ _
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を
停
止
し
、
挙
手
の
敬
礼
を
す
る
と
．

先
生
は
照
れ
な
が
ら
会
釈
を
返
さ
れ
．

大
柄
な
書
き
奥
な
か
ら
は

「
こ
の
無
枠

者
」
と
言

っ
た
眼
で
見
返
さ
れ
た
事
を

つ
０
昨
日
の
様
に
思
ｔ
出
し
ま
す
．

下
野
先
生
の
ご
冥
福
を
折

っ
て
人
ン

を
置
き
ま
す
。

Ａ
付
記
Ｖ

下
野
和
夫
先
生
は
昭
和
十
七
年
四
月

に
静
中
に
赴
任
さ
れ
、
個
性
豊
か
な
授

業

・
教
育
を
さ
れ
ま
し
た
が
．
十
九
年

十
月
召
渠
に
な
り
、
こ
れ
は
も
う
収
賦

そ
の
も
の
た
と
話
さ
れ
て
出
征
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
翌
年
の
二
十
年
十
二
月

ッ
ベ
，
ア
の
チ
タ
に
て
哉
死
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。

山
起
子
夫
人
は
ク
イ
プ
を
歌
え
な
が

ら
娘
さ
ん
を
立
派
に
育
て
ら
れ
、
名
古

屋
市
西
区
“
切
町
で
、
今
は
二
人
の
，

の
お
係
さ
ん
に
も
囲
ま
れ
な
が
ら
、
チ

´
墓
参
を
夢
み
つ
つ
お
元
気
に
過
ご
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
“
期
　
上
杉
章
吉
）

里
を
訪
れ
、
発
掘
の
実
態
と
と
も
に
、

お
国
自
慢
や
地
域
振
冥
の
要
も
重
な
０

て
急
激
に
高
ま
っ
て
い
く
燕
気
に
肌
で

触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
同
じ

弥
生
期
に
属
す
る
登
昌
追
跡
の
調
査
が

身
近
な
話
題
で
あ

っ
た
は
岡
の
学
生
時

へ
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
た
。

二
月
十
日
の
会
議
の
数
日
前
、
地
元

で
準
備
役
を
う
め
る
よ
賀
新
間
の
河
村

請
説
委
員
長
か
ら
、
会
議
直
前
に
見
学

メ
ス
を
仕
立
て
る
か
ら
参
加
す
る
よ
う

に
と
の
速
達
の
案
内
が
届
し
た
。
好
天

に
意
ま
れ
、
委
員
長
と
県
職
員
の
案
内

で
追
跡
の
魅
力
を
十
分
に
ヽ
わ
う
こ
と

が
で
き
た
が
、
そ
の
印
象
に
同
行
し
た

Ｔ
詭
説
副
主
幹
の
筆
に
よ
る

（と
推
定

さ
れ
る
）
朝
日
新
聞
四
月
二
十
五
日
付

社
説
の
冒
頭
の

一
節
を
借
用
し
た
い
。

コ
［
野
ケ
■
遺
跡
ほ
ど

『
明
る
い
遣

跡
』
を
見
た
こ
と
が
な
い
」

考
古
学
の
森
浩

一
・
同
志
社
大
ヨ

授
は
こ
う
感
想
を
も
ら
し
た
。
現
地

を
訪
れ
る
人
は
、
そ
の
言
葉
に
う
な

ず
く
に
違
い
な
い
。

遺
跡
は
、
広
大
な
佐
賀
平
野
の
一

角
に
広
が

っ
て
い
る
。
背
後
に
背
振

山
、
南
に
右
明
れ
を
の
ぞ
む
丘
陵
地

で
、
お
だ
や
か
な
陽
光
が
ぶ
り
そ
そ

ぐ
。
こ
れ
ま
で
の
遺
跡
と
い
え
ば
、

湿
度
が
高
く
、
う
す
暗
い
も
の
、
と

い
う
の
が
索
人
の
先
入
観
だ
が
、
こ

こ
は
ま
る
で
異
質
だ
。

（引
月
終
）

Ｔ
さ
ん
が
登
目
を
念
一躙
に
お
い
て
い

た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
水
ロ

跡
で
あ
る
資
昌
が
湿
度
の
高
０
印
夕
を

与
え
る
の
は
確
か
だ
。

規
模
を
比
べ
る
と
、
登
呂
は
約
八
ヽ

ク
タ
ー
ル
が
発
掘
調
査
さ
れ
、
そ
の
う

ち
五

・
九

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
現
に
静
国
市

の
史
跡
公
国
と
し
て
保
存

さ

れ

て

い

る
。　
一
方
、吉
野
ケ
■
は
南
北

一
キ
ロ
、

東
西
四
百
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
幅
六

・
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
の

環
濠
が
違
な
り
、
約
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
遺
跡
が
丘
陵
の
上
か
ら
は
ぼ

一
望
で

き
る
。
市
街
地
に
接
す
る
登
呂
の
全
容
は
も

と
も
と
把
握
し
き
れ
な
か
っ
た
し
、
別

に
う
す
暗
い
と
も
思
わ
な
い
が
、
吉
野

ケ
皇
の
広
さ
と
明
る
さ
の
す
ば
ら
し
さ

は
文
句
な
し
た
。

登
昌
の
出
土
品
は
住
宅
、
，
“
、
水

国
の
遣
構
や
木
製
の
農
具
、
狩
猟
具
、

浪
労
具
、
■
器
、
鋼
製
品
な
ど
豊
富
だ

し
、
敗
戦
直
後
の
日
本
で
異
例
な
ほ
ど

の
大
規
模
、
組
織
的
な
調
査
が
行
わ
れ

た
こ
と
、
こ
れ
を
き

っ
か
け
に
日
本
考

古
学
協
会
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、

登
昌
遣
跡
は
記
念
碑
”
存
在
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

吉
野
ケ
旦
も
望
楼
、
ｔ
居
、
倉
章
な

ど
の
遣
構
に
加
え
て
、
ぼ
う
大
な
護
の

カ
メ
棺
、墳
丘
望
、銅
剣
、
ガ
ラ
ス
省
な

ど
多
彩
な
出
土
品
を
誇

っ
て
い
る
が
、

な
ん
と
―

っ
て
ヽ
三
世
紀
の
中
国
の
史

吉

一場

志
●
人
●
」
に
記
工
さ
れ
た
Ｉ

ヽ
台
日
に
つ
ｉ
が
る
遣
跡
Ｌ
み
ら
れ
る

点
に
最
大
の
市
徴
が
あ
る
．

■
馬
■
〓
〓
北
九
■
か
縞
内
か
、
日

本
の
学
■
を
三
分
し
て
長
午
た
た
か
わ

さ
れ
て
き
た
大
論
争
に
■
野
ケ
菫
の
■

掘
で
■
着
が
つ
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
邪
』
■
日
と
，
ん
で
記
述
さ
れ

て
―
る
多
く
の
ク
一
の

一
つ
、
■
に
，
弥

●

（
み
な
）
国
に
と
言
野
ケ
里
が
結
び

つ
く
の
で
は
な
い
か
と
の
説
が
青
力
の

よ
う
た
。

そ
の
■
志
倭
人
伝
だ
が
、
一す
元
の
キ

●
文
ユ
版
を
み
る
と

一
九
二

千
年

（昭

和
二
六
年
）
に
初
版
が
川
て
か
ら
入
〓

年

（同
工
八
年
）
ま
で
に
四
十
二
刷
、

二
十
五
万
五
千
部
が
発
●

さ

れ

て

い

る
．
π
い
学
術
吉
の
訳
本
と
し
て
は
驚

く
べ
き
数
字
と
し
た
よ
う
。

三
年
前
、
日
術
隊
の
基
地
几
学
で
対

弓
を
訪
れ
た
と
き
．
地
元
の
案
内
書
が

ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
魏
志
，
人
，
の
文

〓
を
利
用
し
て
ヽ
馬
の
地
●
ヽ
■
活
を

紹
介
し
て
，
る
の
に
■
い
た
記
憶
，
あ

る
。
●
文
の
湾
宇
に
し
て
お
よ
そ
五
十

十
ば
か
っ
の
両
凛
ｉ
説
明
メ
．
い
か
に

適
■
に
対
弓
を
ｉ
ｔ
て
い
る
か
を
喪
，

け
る
も
の
で
、
中
国
の
■
書
を
基
■
に

古
代
■
の
詭
争
が
延
々
と
ｔ
く
，
帝
の

一
端
を
■
せ
つ
け
ら
れ
る
思

い
が

し

た
。

励
志
●
倭
人
伝
の
準
咸
を
借
っ
．
ナ

′
の
女
■
¨
弥
呼
を
■
―

ン
ペ
ー
ン
に

動
員
し
て
Ｐ
Ｒ
が
晨
ド
で
き
る
の
一，

Ｉ
，
ヶ
■
の
ｔ
対
の
強
味
，
■

そ
の
国

Ｌ
■
．
話
題
性
に
〓

一
日
ヽ
か
な
け
れ

は
な
る
ま
い
。

古
野
ケ
菫
遣
跡
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
最
終
日
の
二
月
七
日
に

一
般
公
開

を
ｒ
了
、
貴
重
ｔ
造
跡
が
風
化
し
な
い

よ
う
、
い
っ
た
ん
埋
め
戻
し
た
上
で
，

来
の
調
査
や
復
元
公
用
に
上
え
る
。
追

”
●
仝
●
が
伝
え
ら
れ
始
め
た
二
月
ド

句

か
ら
の
兄
学
者
業
は
百
二
万
五
千
人

と
発
表
さ
れ
た
．

登
呂
造
跡
の
覚
学
者
ユ
が
，
肖
ほ
ぼ

百
万
人
Ｌ
い
う
か
ら
、期
間
の
，
か
さ
、

Ｈ
辺
の
人
口
．
オ
通^
事
情
な
ど
を
考
え

０
わ
せ
れ
ば
共
倒
な
人
気
集
中
ぶ
り
だ

っ
た
。
●
昌
は

一
九
四
二
年
（昭
和

一
八
年
）

年
市
工
場
の
建
設
工
事
中
に
■
然
そ
見

さ
れ
、
■
野
ケ
野
■
Ｌ
円
先
公
社
の
工

業
団
地
闘
え
調
査
中
に
発
見
さ
れ
た
。

開
発
の
際
に
追
恥
が
出
て
来
る
例
は
少

な
く
な
い
が
、
こ
れ
を
い
か
に
詢
上
、

保
存
す
る
●
は
常
に
面
倒
ｔ
間
距
だ
。

十
野
ケ
笙
は
、
当
初
か
ら
六
十
二
＾

′
タ
ー
ル
の
工
業
団
地
の
う
ち
六
＾
ク

タ
ー
ル
を
，
地
と
し
て
■
す
予
定
だ
っ

た
が
、
■
跡
の
■
■
に
十
い
、
■
賀
Ｉ

「
事
の
よ
晰
■
二
十
四
ヽ
ク
タ
ー
ル
を

泄
跡
公
日
と
す
る
こ
と
が
急
に
ユ
ま

っ

吉

野

ケ

里

と

登

呂

遺
跡

６７
則
　
福
原
　
告Ｉ

Ｉ
賀

‐―，
の
北
ズ
．
約
＋
キ
ロ
に
あ
る

古
リ
ケ
■

（
よ
し
の
が
，
）
遺
●
は
、

女
上

・
■
一“
呼
の
り
喝
台
曰
〓
結
び
つ

く
の
で
，ｔ
と
■
ヽ
■
ブ
，
ン
の
こ
月
を

，
あ
て
，
う
．

今
呑
．
新
Ы
●
〓
の
一耐
説
●
■
者
奎

議
が
仕
贅
‘
開
か
れ
た
社
会
に
言
野
ケ

ヽ_



(12)
△

=ヽ
報第 27月

た
。
直
木
賞
候
補
作
家
で
も
あ
る
河
村

さ
ん
が
同
紙
の
コ
ラ
ム
で

「
知
事
の
実

断
」
と
賞
賛
、
話
題
に
な
っ
た
の
は
小

生
の
佐
賀
滞
在
中
の
こ
と
だ
っ
た
。

会
議
の
お
か
げ
で
全
国
の
の
マ
ス
コ

ミ
の
同
壼
に
佐
資
を
紹
介
で
き
る
の
は

本
当
に
う
れ
し
い
、
と
い
っ
て
、
市
内

の
大
限
重
信
の
生
家
、
有
山
町
の
九
州

陶
■
文
化
館
や
十
四
人
“
右
衛
円
の
票

π
、
鎮
西
町
の
名
護
崖
城
跡
な
ど
を
熟

心
に
案
内
、
紹
介
し
て
く
れ
た
河
村
さ

ん
だ
っ
た
が
、　
一
ヶ
月
後

■
会

し
た

折
、
小
生
が
前
日
出
身
と
知

っ
て
か
知

ら
ず
か

「
お
か
け
で
吉
野
ケ
皇
も
少
ｔ

は
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ

れ
か
ら
は
登
昌
の
よ
う
に
天
皇
や
首
相

に
も
来
て
も
ら
わ
な
く
て
は
」
と
語
り

か
け
て
き
た
の
に
は
驚
せ
た
。

登
昌
持
物
館
だ
問
い
合
わ
せ
る
と
、

確
か
に
昭
和
天
宣
一、
皇
太
子
時
代
の
現

天
皇
．
竹
下
首
相
も
み
ん
な
壺
呂
を
祝

察
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
河
付
さ
ん

の
熱
烈
、
月
到
な
愛
郷
心
に
改
め
て
脱

帽
し
た
次
第
だ
。

Ａ
共
同
通
信
　
論
説
委
員
長
Ｖ

捜
期
岩
崎
康
さ
ん
の
近
況

６８
期
　
荒
谷
じ
つ
子

官
澤
会
長
を
中
心
に
結
束
の
重
い
２

期
が
十
五
年
の
長
い
問
関
東
同
窓
会
を

盛
っ
た
て
て
く
だ
さ

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
一
人
岩
崎
さ
ん
が
病
に
倒
れ
、
外

歩

く
と

い
う
事

η
期
　
杉
口
　
　
順

静
周
高
‘
は
七
十
川
の
キ
茉
、
お
の

す
と
年
齢
に
よ
よ
る
が
二
十
三
オ
、　
つ

い
■
に
結
■
し
て
か
ら
今
年
が
二
十
二

年
．
Ｉ
婚
式
と
い
う
と
し
に
な
っ
た
．

し
ば
ら
く
前
●
は
■
―
オ
と
が
、
工
‘

式
と
か
い
う
事
は
ｉｔ
る
か
逮
い
当
と
し

っ
て
ｔ
た
が
そ
の
Ｌ
し
に
な

っ
て
見
る

と
、
あ
あ
も
う
か
と
い
う
感
し
に
な

っ

て
、
こ
わ
い
よ
う
で
あ
る
．

さ
て
．
■
無
話
が
変
る
が
．
私
の
家

は
横
´
賀
，
■
●
〓
の
駅
か
ら
歩

ｔ
て

二
十
分
●
の
処
に
あ
る
。　
ほ

ん

の

一

年
●
前
●
Ｌ
気
候
、
天
工

さ

え

良

け

れ
ば
自
宅
か
ら
肛
道
よ
い
て
迪

っ
て
ｔ

た
。
通
つ
Ｌ
の
家

々
の
本
々
や
■
等
．

孝
節
々
々
の
変
化
が
面
白
く
．
又
良
く

手
入
れ
を
さ
れ
て
い
ろ
打
宅
も
，

い
の

で
、
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
の
が
，
き
て

あ

っ
た
。
し
か
し
‘
Ｌ
気
が
つ
い
て
■

る
と
こ
の
と
こ
ろ
、
全
ス
歩
い
て
い
な

い
．
〓
ん
の
数
駅
の
パ
ス
停
分
も
．
メ

ス
の
メ
る
の
を
ｔ
ら
ヽ
ら
し
な
が
ら
待

つ
よ
う
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
．
と
い
う

わ
け
‘、

メ
イ
ト
ル
の

「歩
く
と
い
う

事
」
と
い
う
の
は
．
世
の
話
贅
の
よ
う

に
健
■
の
為
に
．
楽
し
み
の
ん
に
よ
く

歩
い
て
い
ま
す
と
い
う
話

て

は
な
く

イ、

■
日
に
な

っ
た
な
ら
！
と
い
う
●

瞑
●
け
の
記
て
あ
る
．

元
来
．
工一
く
す
．
あ
る
ｏ
は
■
を
，

う
●
は
好
き
な
方
〓
あ
る
。
■
は
小
学

，

（当
時
の
国
民
学
●
）
の
頃
は
仙
台

●
■
田
合
で
市
ち
、　
一
時
は

一
旦
一程
も

歩
ｔ
て
学
●
に
通

っ
て
い
た
。
ｉ
岡
に

蔵
枝
た
ヽ
．
自
宅
の
あ
る
●
■
か
ら
東

■
出
小
学
校
ｔ
二
十
（も
な
ｔ
か
な
？
）

Ｅ
も
Ш
Ｌ
の
中
を
歩
き
．
浄
高

へ
は
日

■
町
か
ら
延
々
歩
い
た
。
今
の
学
生
青

言
は
ど
う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
，
そ

の
せ
ｔ
，、
大
学
で
東
京

へ
出
．
ェ
唯
で

す
浜
に
〓
を
か
ま
え
て
も
．
■
精
歩
き

回
っ
て
い
た
と
思
う
。
勿
請
、
歩
く
ｉ

自
体
に
意
識
を
も

つ
て
い
た
わ
け
で
は

な
く
、
や
た
ら
歩
き
回
っ
て
も
Ｔ
気
だ

っ
た
と
い
う
に
過
ぎ
ｉ
ｔ
が
。

そ
れ
が
始
め
に
言
い
た
よ
う
Ｌ

に

ん
の
そ
こ
ｔ
で
ヽ
ス
ス
を
行
つ
よ
う
に

な

っ
た
こ
と
に
』
人
と
し
て
ヽ
る
と
Ｌ

う
よ
第
で
あ
る
．

又
々
話
疇
が
■
ぶ
が
．
こ
こ
十
年
一千

”
域
の
ミ
一
バ
ス
′
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

プ
の
前
倒
を
■
日
を
利
用
し
て
見
て
い

る
．
ヽヽ
ニ
メ
ス
と
，
小
学
生
の
パ
ス
ケ

′
―
〓●
‥
〓
、

小
さ
な
子
●
“
手
に

（●
近
Ｌ
ユ
■
の
上
背
の
う

る
小

学

生
も
●
々
し
ろ
が
）
丁
〓
●
い
述
助
た

ナ
、

趣
味
と
実
ｉ
オ
兼
ね
て
楽
し
く
や

っ
て
き
た
．
と
こ
ろ
が
こ
の
と
こ
ろ
．

北

の

国

か

ら７１
期
　
浦
口
　
　
彰

Ｋ
君
　
昔
法
に
辻
任
し
て
も
う

一
年

近
く
た
っ
た
．
御
無
”
■
し
て
い
る
．

生
の
旅
な
ら

一
飛
び
だ
が
．
吐
路
を

考
え
る
と
、
静
同
は
■
か
に
遠
い
。
前

■
，
が
あ
れ
ば
と
は
思
う
が
、
そ
れ
も

当
分
，
Ｆ
の
よ
う
だ
。
よ
い
よ
う
だ
が

日
本
列
島
ま
だ
ま
だ
広
い
。
ま
し
ま
ご

し
て
い
う
と
．
■
ｍ
，
北

一
―――
百
文
ｉ

ん
て
白
嘲
気
味
■
●
も
あ
る
け
れ
ど
．

市
民
の
切
な
い
霰
い
を
託
し
た
Ｉ
Ｒ
背

森
駅
前
の

「
一
日
ヽ
早
く
新
幹
線
を
青

が
ら
実
感
し
ま
し
た
．
来
年
の
給
会
に

中ヽ

お
元
気
な
お
姜
で
御
出
席
Ｔ
き
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
．

小
学
■
に
も
つ
い
て
い
け
な
く
な

っ
た

な
ら
と
心
細
く
な
る
こ
と
が
，

い́
。
こ

れ
も
歩
く
の
が
憶
劫
に
な

っ
た
の
と
同

，
■
あ
ろ
う
か
。

い
ろ
い
ろ
言
い
た
が
．
結
局
．
‘
カ

の
な
く
な

っ
た
の
を
歳
，
応
？
に
悲
し

ん
で
い
る
と
ｔ
う
次
第
で
あ
る
。
Ｌ
．

や
た
ら
悲
し
ん
で
と
い
う
の
も
気
性
に

●
わ
な
い
。
何
と
か
し
た
０
の
だ
が
、

自
分
の
意
志
で
突
然
変
身
す
る
と
い
う

程
の
自
●
も
な
い
。
た
ら
し
の
な
い
話

だ
が
同
窓
請
兄

の
中
で
、
何
か
キ
ッ
カ

ケ
と
な
る
サ
ジ

■
ス
シ
ョ
ン
を
下
さ
ろ

方
は
居
ら
れ
な
い
か
な
ら
、
と
い
う
気

〓
ち
で
あ
る
。
大
■
こ
ん
な
■
■
だ
か

ら
状
日
な
ん
だ
と
自
戒
の
念
は
充
分
に

持
ち
つ
つ
同
な
会
計

の
気
安
さ
モ
勝
手

な
こ
と
を
書
か
せ
て
ｔ
た
だ
い
た
。

餞
不
能
に
な
り
淋
し
く
思

っ
て
い
ま
し

た
と
こ
ろ
．
総
会
の
次
の
日
、
奥
薇
よ

り
外
出
も
少
し
は
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
．
ま
だ
心
配
な
の
で
大
事
を

と
り
、
近
所
で
お
食
事
な
ど
い
か
が
と

の
お
誘
い
が
あ
り
ま
し
た
。

過
ぐ
る
五
＋
九
年
九
月
、
長
野
県
で

二
度
日
に
倒
れ
ら
れ
た
時
、
ソ
ニ
ー
の

盛
田
様
御
家
族
の
御
協
力
と
、
日
本

一

の
医
師
の
五
時
間
も
か
か
っ
た
大
手
術

の
あ
と
、
奥
様
の
献
身
的
な
御
看
病
に

よ
う
奇
蹟
的
に
助
か
っ
た
そ
う
で
す
。

お
会
い
し
て
ピ
ン
ク
リ
ー
　
相
変
ら

す
の
ダ
ン
デ
ィ
振
り
、
元
気
の
良
い
お

話
‘
り
に
、
賑
も
し
さ
を
感
じ
．
こ
の

喜
び
を
同
窓
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
．当
日
は
お
嬢
様
と
奥
様
と
四
人
で
、

お
嬢
様
は
適
刊
朝
日
に

「
＾
―
バ
ー
ド

留
学
経
験
を
持
つ
曰
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
エ

リ
ー
ト
達
」
で
紹
介
さ
れ
た
二
人
の
女

性
の
一
人
佐
藤
恵
子
さ
ん
で
．
世
界
を

飛
び
ま
わ
る
国
際
人
、
お
父
，

の
為

に
、
お
忙
が
し
い
時
間
を
割
い
て
、
細

か
い
心
く
は
，
を
な
さ

っ
て
い
ら
う
し

ゃ
る
の
に
は
感
動
し
ま
し
た
。
御
長
男

も
ソ
ニ
ー
の
盛
国
会
長
の
御
媒
酌
で
御

結
婚
、
二
人
の
お
子
様
に
め
ぐ
ま
れ
、

世
界
を
飛
び
ま
わ
っ
て
御
活
躍
な
さ

っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

御
回
復
の
原
動
力
は
、
ス
メ
ラ
シ
イ

御
家
族
の
■
で
あ
る
と
、
お
話
を
し
な

ヽ
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森

ヘ
ー
」
と
い
う
大
看
板
が
日
に
し
み

る
。
既
道
と
，
え
ば
、
今
、
東
北
本
維

と
０
う
名
称
に
つ
０
て
、
北
関
束
の
宇

都
官
あ
た
り
か
ら

″
東
北
″
線
と
い
う

の
は
や
め
て
ほ
し
い
．
日
合
葉
く
て
ダ

サ
く
て
マ
イ
ナ
ー
な
イ
メ
ー
ン
だ
。
キ

ョ
ウ
ビ
宇
都
官
か
ら
東
京

へ
ど
ん
ど
ん

通
動
し
て
せ
る
。
宇
都
官
以
南
を
宇
都

富
線
と
政
称
し
て
く
れ
な
い
か
と
い
う

話
で
あ
る
。

Ｋ
君
　
東
北
は
そ
ん
な
に
田
合

っ
に

く
て
グ
サ
イ
か
？
と
ん
で
も
な
い
―
こ

ん
な
に
豊
か
な
物
産
と
、
あ
と
こ
ろ
の

深
い
自
然
と
、
何
よ
り
も
都
合
の
デ
ラ

ン
ネ
た
ち
が
必
死
に
求
め
て
０
る

″
ふ

る
さ
と
″
感
党
に
湿
れ
た
土
地
は
こ
こ

に
し
か
な
い
と
思
う
。

し
ろ
ん
な
会
合
で
あ
り
と
ウ
ケ
る
僕

の
話
に
こ
ん
な
の
が
あ
る
。■
常
森
の
人

は
自
虐
的
に
自
分
の
土
地
の
こ
と
を
、

日
舎
だ
と
か
遅
れ
て
い
る
と
か
よ
く
い

う
が
い
一●
森
は

一
月
遅
れ
で
気
が
つ
い

た
ら
ト
ッ
プ
を
走

っ
て
い
る
ラ
ン
ナ
ー

の
よ
う
な
も
の
で
．
今
や
そ
れ
が
ナ
ウ

く
て
新
し
い
ん
だ
、
考
え
て
み
れ
ば
言

ま
に
は
東
京
に
な
０
も
の
が
全
部
あ
る

じ
や
な
い
か
、
豊
か
な
自
然
に
き
れ
い

な
空
気
、
そ
れ
に
，
ん
た
っ
て
安
い
■

地
が
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
。
そ
う
し
た
も

の
の
提
供
を
条
件
に
東
京
都
と
を
，
し

た
ら
ど
う
で
す
か
。●
も
ち
ろ
ん
対
等
合

併
で
…
…
こ
れ
に
は
、
一一再
森
の
人
の
自

‘
心
も
く
す
ぐ
ら
れ
る
ら
し
い
。

そ
こ
で
度
は
図
に
の
っ
て
．
話
を
比

崚
文
化
論
に
飛
躍
さ
せ
る
．
文
化
に
は

二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
．
　
″
街

道

文

化
″
と

″
端

っ
こ
文
化
″
だ
。
静
岡
は

街
道
文
化
で
青
春
は
端

っ
こ
女
化
と
い

う
こ
と
に
な
る
．
街
道
に
は
“
か
に
前

し
い
も
の
メ
ど
ん
ど
ん
入

っ
て
く
る
。

し
か
し
通
り
過
ぎ
て
ゆ
く
だ
け
で
泊
ら

な
い
。
き
ら
び
や
か
に
み
え
る
け
ど
底

は
浅
一ヽ

０
で
は
な
い
か
。
そ
こ
へ
ゅ
く

と
、
端

っ
こ
に
は
モ
ノ
が
菫
る
．
幾
層

に
も
苦
積
さ
れ
た
文
化
が
育
つ
。
汁
エ

文
化
と
い
う
の
は
確
か
に
，の
る
が
、
跛

河
文
化
と
し
う
の
は
あ
ん
ま
り
き
し
た

こ
と
が
な
い
。
人
，
も
同
じ
こ
と
、
近

代
日
本
を
つ
く

っ
た
の
は
本
洲
と
九
州

の
端

っ
こ
〓
”
と
薩
ｒ
だ

っ
た
で
は
な

ヽ
か
―
端

っ
こ
こ
そ
中
央
な
の
た
。
と

こ
ん
な
ぐ
ら
せ
に
話
す
ん
だ
が
、
青
森

っ
子
は
満
足
気
に
う
な
す

い
て
く

れ

一う
。知
ら
な
い
土
地
で
幕
ら
す
の
は
，
骨

の
折
れ
る
こ
と
だ
が
．
何
ん
と
か
土
地

っ
子
に
気
に
入
れ
ら
れ
た
い
と
願
う
の

も
転
勤
族
な
れ
ば
こ
そ
．
こ
ん
な
こ
し

つ
け
文
化
論
も
他
国
で
暮
ら
す
，
ソ
一・

ノ
の
知
息
な
の
だ
と
思
っ
て
く
れ
．

き
て
Ｋ
●
、
●
史
，
末
の
曖
‘
と
か

で
．
当
地
も
ｉ
一が
少
な
く
拍
子
サ
け
の

は
だ

つ
た
が
、
そ
れ
で
ヽ
ア
バ
ー
ト
か

い
み
え
る
八
Ｆ
ｕ
の
山
々
は
ま
だ
雪
景

“
期
　
鈴
木
　
　
浩

色
。
∞
分
も
走
れ
ば
夏
ス
キ
ー
の
メ
ッ

カ
た
。
そ
れ
に
、
山
麓
は
こ
れ
か
ら
が

新
根
の
シ
ー
ズ
ン
、
残
雪
の
な
か
で
緑

を
競
う
′
ナ
林
は
そ
れ
は
も
う
兄
事
な

も
の
だ
。
僕
の
い
る
間
に
ゼ
ひ
こ
の
北

国
の
自
然
を
味
わ
せ
に
来
て
く
れ
。
ボ

タ
テ
の
刺
身
に
イ
ク
ラ
に
ア
フ
ビ
．
」日

い
地
酒
も
待

っ
て
い
る
。

〈Ｎ
Ｈ
Ｋ
青
森
放
送
局
）

と
，
末
な
ら
し
い
気
持
に
な
る
。

●
々
の
年
ヽ
を
含
め
、
日
本
人
と
し

て
．
又
こ
の
地
〓
上
に
生
き
る
人
類
の

一
人
と
し
一、

■
人
の
言
黄
ｔ
は
な
ｔ

が
．

『
六
十
に
し
て
工
＋
九
の
非
ｔ
「

る
」

『
六
■
に
し
て
六
＋
化
す
る
』
こ

の
気
■
を
忘
れ
な
い
て
生
き
た
い
も
の

で
あ
る
．

雑
　
感

ｔ
四
回
生
に
と

っ
て
、
今
年

（千
蔵

先
年
）
は
意
ま
汗
い
年
で
あ
る
。

か
つ
て
は

一人
生
工
＋
年
」
と
二
わ

れ
．
又
古
人
曰
く

「
二
十
に
し
て
天
命

を
知
る
」
年
代
に
突
ス
す
る
。

こ
れ
か
ら
二
十
年
を
生
き
よ
う
と
す

れ
ば
．

（生
か
さ
れ
る
と
云
う
事
）
今

ま
で
の
四
十
も
五
倍
も
，
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
．

肛
史
．
伝
流
の
三
み
と
中
し
ま
し
ょ

う
か
．
本
当
に
．
日
本
は
す
は
ら
し
い

発
展
を
し
続
け
て
来
た
。
こ
れ
も
天
の

仲
の
み
そ
郷
る
事
と
思
う
．
す
ば
ら
し

い
自
然
環
撹
．
江
に
日
ま
れ
た
こ
の
１１１

口
．
■
，
は
本
当
に
す
ば
ら
し
い
恵
〓

を
”
本
人
に
，
え
て
く
れ
た
。
資
源
は

，
な
い
が
、
す
●
ら
し
い
［
太
■
■
と

，Ｆ
に
あ
”
れ
る
人
間
七
．
日
本
人
は
こ

の
意
み
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ｉ
近
の
世
の
中
の
流
れ
を
兄
て
い
ろ

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
、
新
聞
紙
上
を

に
ぎ
わ
せ
た
の
は
も
う
大
分
前
の
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
資
源
の
有
限
性
は
変

わ
ら
な
い
の
に
世
の
中
の
■
き
は
．
当

時
に
比
較
し
て
様
変
わ
り
と
な
っ
て
、

の
ど
も
と
過
ぎ
れ
ば
●
と
か
で
一
ネ
ル

ギ
ー
多
消
費
の
生
活

へ
と
向
か
っ
て
い

ま
す
。
か
つ
て
多
く
の
情
熱
が
そ
そ
が
れ
た

メ
イ
オ
マ
ス
、
石
炭
の
液
化
．
石
油
の

作
れ
る
拒
物
等
々
、
原
子
力
発
電
所
の

事
故
．
条
件
の
悪
い
油
日
の
事
故
を
見

聞
き
す
る
度
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
咋
今

で
す
。
年
を
と

っ
た
ば
か
り
で
な
く
近

頃
の
あ
ま
り
の
生
か
さ

（見
か
け
上
の

？
）
に
は
気
持
ち
が
な
か
な
か
つ
い
て

い
０
ま
せ
ん
。

話
し
変
わ
り
ま
し
て
、
今
年
の
夏
あ

た
り
久
し
ぶ
り
に
静
高
に
，
子
間
に
出

場
し
て
も
ら
い
た
い
と
祈

っ
て
お
り
ま

す
。　
．　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
・

・

Ｚ
別
　
藤
原
　
経
史
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露 27号 会 報 ( 14 )

と
二
死
ホ
．　
一
失
策
で
三
点
を
入
れ
て

静
商
を
突
き
攻
し
た
。

こ
の
日
の
ラ
ッ
キ
ー

・
ボ
ー
イ
は
大

石
。
こ
と
ご
と
く
チ
ャ
ン
ス
に
打
席
メ

回
っ
て
き
て
、
二
●
数
二
安
打
、
三
犠

飛
で
四
打
点
の
大
活
躍
だ
っ
た
。　
一
方

ェ
ー
ス
岩
崎
は
、
二
月
末
の
な
ヒ
，
の

ね
ん
ざ
で
体
の
キ
レ
と
臓
の
振
り
が
悪

く
、
五
回
ま
で
に
九
安
打
を
浴
び
る
昔

し
い
ピ
ッ
チ
ン
グ
だ

っ
た
が
、
要
所
を

抑
え
、
七
回
を
，
げ
抜
き
飯
泉
に
つ
な

い
だ
。

久
し
振
り
の
グ
ラ
ン
ド
で
の
プ
レ
ー
を

楽
し
ん
で
し
た
．
船
川
監
督
も
二
打
席

日
に
空
振
り
の
三
振
を
喫
し
て

「
こ
う

し
て
は
，
け
な
０
と
い
う
見
本
を
示
し

た
」
と
吉
実
い
し
な
が
ら
も
．
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
て
い
た
。

（
“
朗
　
吉
水
　
●
）

延
長
１８
回
涙
を
の
む

こ
の
と
こ
ろ
中
部
ヨ
か
さ
っ
に
っ
の

高
●
■
■
だ
が
．
す
高
打
■
の
ｎ
■
と

ヽ
り
は
、
二
年
ぶ
っ
の
夏
と
り
へ
向
け

て
、　
フ
ァ
ン
に
，
ろ
ｔ
見
通
し
を
持
た

せ
た
。
ま
た
、
前
座
ま
●
と
し
て
行
わ
れ
た

０
３
戦
で
一■

●
高
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
が
八

―
下

（時
間
制
四
回
‘
了
）
で
辿
●
●

ら
し
．
昨
■
の
言
年
を
ス
た
し
た
。
わ

す
が
二
け
Ｈ
■
ら
す
の
た
―
時
間
た
っ

た
が
、
市
高
三
十
四
人
、
静
市
二
十
人

の
ベ
ン
チ
入
り
の
メ
ン
ス
ー
た
ち
は
．

現
在
戦

静
商
　
０
１
１
０
０
０
０
０
０

静
高
　
１
０
１
３
１
０
０
ｌ
Ｘ

春
の
県
大
会

ま
た
．
本
の
高
長
野
球
県
下

一
を
か

け
た
＋
●
高
■
野
球
県
大
会
が
、
■
月

一↑

七

・
十
四
の
三
日
間
．
静
岡

・
焼

津
両
球
場
で
開
催
さ
れ
た
．
静
高
は
中

部
地
区
大
会
で
〓
位
だ

っ
た
も
の
の
．

強
力
打
，
の
評
判
が
高
ヽ
う
え
一ヽ
　
ニ

ー
ス
岩
崎
の
復
■
も
伝
え
ら
れ
て
．
恒

勝
晨
柿
の

一
角
に
■
え
ら
れ
て
，
た
。

五
カ
六
口
．
折
か
ら
の
市
を
つ
い
て

行
わ
れ
た
静
高
対
修
善
十
工
の
試
合
は

壮
絶
を
，
め
た
。

■
南
と
の
走
”
”
で
，
■
し
て
．
完

全
●
活
卜
と
川
行
さ
れ
た
岩
崎
が
、
庁

■
に
修
■
寺
打
緑
に
つ
か
ま
う
．
四
回

ま
で
に
入
●
を
は

・
―‥
．
こ
の
時
点
で
七

点
差
か
つ
き
．
訳
合
は
ヽ
ま
っ
た
か
に

思
わ
れ
た
が
、
４
一局
も
持
ち
前
の
強
力

で
，
笙
を
開
始
し
た
。

静
岡
高
ま

（中
部
三
世
）

修
■
寺
■
　
Ｏ
ｏ
０
０
０
■

静
回
高
校
　
つ
０
０
ｏ
０
０

な
お
．
こ
の
大
会
の
■
サ
は

凹
口
に
三
点
．
五
回
に
二
点
と
着
実

に
点
差
を
請
め
、
）で
の
後
立
，っ
●

っ
て

五
回
は
昨
を
，
■
に
抑
え
て
い
る
岩
崎

の
好
■
に
■
い
て
．
つ
い
こ
九
回
裏
の

上
壇
場
で
二
点
を
入
れ
て
．
人
―
ス
の

同
点
に
ｔ
い
つ
き
．
試
合
は
雨
の
中

の

延
■
戦
に
も
つ
れ
こ
ん
だ
。

十
日
以
降
●
■
語
ま
う
費
手
”
．
十

一
日
か
ら
ヽ
ウ
ン
ド
を
引
き
祉
い
た
■

た
の
鼓
泉
が
六
イ

一
ン
グ
を
Ｆ
一可
す
る

も
．
打
旅
っ
よ
護
な
し
。

つ
い
た
、
十

八
回
に
修
古
寺
工
の
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ
プ

ト
，
オ
の
パ

ッ
ー
が
人
を
噴
き
．
■
読

単
打
と
三
畢
打

・
と
ど
あ
の

一●
‥
＾
ラ

ン
で
四
点
を
失
い
、
四
時
Ｈ
五
十
七
分

に
及
ぶ
雨
中
の
熟
載
に
ご
リ
オ
ド
が
，

た
れ
た
．

一
回
戦

移
善
寺
工

（東
■
四
Ｌ
）

Ｏ
Ь
載

静
■
Ｏ
Ｂ

市
高
Ｏ
Ｂ

０

●

‘

，

8  12治|
部

た
す
か
ｔ
年
の
■
■
■
川
高
が
さ
ら
う

た
。
昨
年
■
の
大
会
の
３
者
池
前
日
高

Ｌ
い
ｔ
常
〓
力
川
高
と
ｔ
い
．
新
説
高

・
の
活
〓
が
日
立
つ
昨
今
た
０
．
や
は
，

我
々
つ
古
く
か
ら
の
高
●
野
址
フ
ァ
プ

と
し
て
０「

伝
す
法
の
■
起
を
望
み
た

い
と
こ
ろ
だ
。

（
“
期
　
吉
水
　
広
）

を染設計・監理
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現
役
、
Ｏ
Ｂ
と
も
に
快
勝

対
静
商
定
期
戦

第
二
十

一
回
雄
同
高
対
市
同
占
の
野

ホ
定
邦
表
は
、
Ｌ
”
の
四
月
二
十
九
日

に
ヽ
同
球
場
で
，
わ
れ
た
。
ス
タ
ン
ド

は
．
ゴ
ー
ル
デ
ン
‥
ワ
ィ
ー
ク
の
初
日

を
楽
し
む
家
族
■
京
の
両
■
Ｏ
Ｂ
や
在

●
■
．
地
元
フ
ァ
ン

一
万
人
で
ｔ
ま

っ

た
。両
枝
は
三
国
ま
で
二
―
二
Ｌ
競
，
●

ｏ
た
が
．
四
回
以
に
、
前
一同
，
機
動
カ

を
不
一■
し
イ、

今
「
＋
二
安
打
を
一■
っ

て
得
点
を
言
ね
．
ｔ
ｌ
二
の
大
差
て
計

市
を
三
年
連
続
で
返
け
た
．
こ
れ
て
，

後
の
対
哉
成
●
は
静
市
の
二
十
勝
十

一

威
と
ｉ

っ
た
。

試
合
は
、
初
回
‘
古
の
光
企
大
情
か

ら
、
，
―
ド
オ
フ
マ
ン
の
早
田
が
セ
ツ

タ
ー
オ
ー
パ
ー
の
二
塁
拘
．
き

っ
ち
，

送

っ
た
後
、
三
番
の
キ
ー
プ
テ
ン
■
●

が
レ
フ
ト
ヘ
高
々
と
長
■
を
上
げ
、
■

手
を
，

っ
た
．
静
商
も
、
ｔ
っ
た
ん
は

調
■
の
出
な
い
〓
崎
を
■
め
て
二
―

一

と
，
―
ド
し
た
一な

静
高
は
三
円
に
大

石
の
追
続
の
性
飛
で
同
■
と
し
．
四
回

に
は
、
大
石

・
岩
崎

・
ケ
野
の
三
安
打

ヽ

′
ヽ_
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北
の
神
秘
と
時
代
の
動
き

中

国

占

星
術

（算
命
学
）

五
改

閣
　

杉

山

博

康

（４７
期
　
杉

山

栄

一
）

奥
野
副
会
長
の
紹
介

暉
和
七
年
に
杉
山
さ
ん
が
静
中
を
４

業
し
た
●
は
、
不
景
気
で
抗
照
難
の
時

ヽ
で
し
た
。
ど
ん
な
学
菫

へ
進
み
、
ど

ん
な
職
業
に
つ
い
た
ら
よ
い
か
迷
い
．

運
命
学
に
興
味
を
も
ち
、
あ
ら
ゆ
る
占

い
を
勉
強
し
ま
し
た
。
日
本
軽
金
属
に

す
職
し
、
日
笙
古
市
を
退
職
し
、
昭
和

二
七
年
か
ら
占
い
を
開
業

し

た

の
で

す
。前
十
歳
高
の
卒
業
上
の
中
で
は
、
珍

ら
し
い
■
５
に
つ
か
れ
た
方
で
す
。

占
い
に
関
し
て
は
、
占
い
の
好
き
な

人
も
あ
り
、
乖
い
な
人
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
占
い
な
ど
に
頼
ら
な
い
で
、
立

派
に
ご
成
功
さ
れ
た
方
も
多
い
で
し
ょ

う
。
ど
う
ぞ
気
堅
な
気
■
で
、
私
の
話

を
聞
い
て
下
さ
い
。
な
る
べ
く
皆
さ
ま

の
ご
純
得
が
ゆ
く
話
を
す
る
つ
も
う
で

す
。
◎
陰
腸
訪

（
お
ん
よ
う
せ
つ
）

こ
の
世
の
中
に
は
男
と
女
し
か
０
な

い
。
動
物
を
み
て
も
雄
と
雌
、
植
物
を

（第

一
図
）

五
●
証
は
沢
山
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。
０
時
計
の
文
字
記
を
参
考
に

わ
れ
わ
れ
の
環
境
を

一
つ
の
円
に
■

彗
、
そ
の
中
に
東
西
●
北
を
置
き
、
こ

れ
に
時
間
や
十
二
支
の
一
―
、
五
行
、

四
季
、
色
彩
な
ど
を
配
し
ま
す
と
…

（第

一
国
参
照
）

北
は
水
、
久
、

呉
．
東
は
木
、
春
、

背
．
●
は
火
、
夏
、
赤
。
西
は
金
、
秋

白
。
中
央
は
■
、
■
月
、
■
に
た
り
ま

す
。
更
に
北
に
よ
武
、
東
に
青
●
、
南

に
朱
言
、
西
に
自
“
、
中
央
に
勾
陳
、

と
う
だ

蛇^
の
一
種
）
な
ど
の
動
物
を

当
て
は
あ
ま
す
．

こ
こ
で
北
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

０
・北
ユ
■
は
勁
か
な
い

■
代
中
国
人
は
北
の
空
に
●
く
北
極

星
が
動
か
な
ｔ
こ
と
に
気
づ
き
、
深
ｔ

関
心
を
も
ち
ま
し
た
。
こ
の
■
，
動
か

た
い
こ
と
を
利
用
し
て
、
旅
や
航
淳
を

す
る
Ｌ
に
方
向
を
定
あ
る
大
事
ヤ
Ｈ
凛

に
い
た
し
ま
し
た
．

さ
ら
に
北
極
■
の
周
田
を
、　
一
年
間

に
き
ち
ん
と
廻
る
北
＋
ｔ
星
に
も
興
味

を
も

っ
た
の
で
す
。
勁
か
な
い
北
，
二

こ
そ
、
神
ｔ
，
ｔ
ん
で
い

る

こ

で

あ

■ 用 =
未

|||
,

人

,

な ふネ
―台ζ 」ヒ

子

え

誉

/´
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ヽ
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■
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十
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=
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発 ふ

|

よ
　
ぅ

“

一
い
・
）
六

●

｛
蛇

し

ヽ _

み
て
も
燿
花
と
雌
花
し
か
な
い
。
男
を

陽
、
女
を
険
と
し
ま
す
。

古
代
の
■
国
人
は
天
が
陽
な
ら
地
は

農
、
昼
が
腸
な
ら
夜
は
陰
と
ｔ
う
よ
う

に
、
世
の
中
の
事
物
や
現
象
を
陽
と
陰

と
に
分
類
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
陰
陽
と

い
う
二
元
思
想
で
す
。

◎
五
行
説

（ご
ぎ
ょ
う
せ
つ
）

中
国
哲
学
の
特
徴
と
し
て
、
世
の
中

に
存
在
す
る

一
切
の
も
の
は
、
本
人
上

企
水
の
五
元
素
か
ら
出
来
て
い
る
と
考

え
、
こ
れ
を
五
行
と
呼
び
ま
し
た
。

木
は
人
を
生
き
、
火
は
土
を
生
む
、

■
は
命
を
生
き
、
金
は
水
を
生
む
、
水

は
木
を
生
む
‥
こ
れ
を
相
生
と
ｏ
い
、

世
の
中
の
す
べ
て
の
前
は
こ
の
法
則
に

の
ぅ
と

っ
て
循
環
し
ま
す
。

逆
に
木
が
上
を
、
火
が
金
を
、
ェ
が

水
を
、
金
が
木
を
、
水
が
人
を
、
や
っ

つ
け
る
こ
と
を
，
剋
と
申
し
ま
す
。

陰
陽
説
と
五
行
証
と
が
合
体
し
て
陰

陽
二
行
説
と
い
う
古
代
中
国
の
思
想
に

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
■
在
の
日
常

生
活
、
習
慣
、
行
事
な
ど
の
中
に
絵
陽

，
、
天
の
王
■
の
天
市
が
Ｈ
ら
れ
る
場

所
だ
と
〓
し
、
北
十
七
Ｌ
は
，
帝
を
勁

け
、
柿
嘔
の
役
を
す
る
人
Ｆ
の
星
だ
と

〓
え
る
よ
う
に
な
，
ま
し
た
。

北
●
星
と
北
＋
ｔ
Ｉ
の
位
０」
の
関
係

″
‘
に
応
用
し
て
農
す
に
役

立

て
た

り
、
ス
の
無
事
を
願

っ
て
、
北
延
星
と

北
＋
ｔ
ｉ
を
有
虹
い
こ
と
し
て
祈
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

●
北
は
，
〓
摯
つ

ヽ
■
を
ひ
も
，
一き
ま
す
と
、
北
‘
つ

・
で
興
沐
深
い
事
実
が
■
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
は
北
と
●
が
戦
争
を
す
れ
ば
、

北
卜
●
つ
場
合
が
，
い
の
で
す
。

何
え
ば
日
本
の
市
北
朝
の
戦
争
で
は

後
虔
醐
天
車
の
市
朝
が
嗅
け
、
■
利
尊

”
の
北
闘
が
摯
ち
よ
し
た
。

ア
メ
，
ヵ
■
日
北
戦
争

も

北

が
膀

，■

， ネ
近
■
は
北
＾
―
テ
ー
が
市
大

，

テ
ム
を
征
■
し
ま
し
た
。

中
ヽ
で
は
、
北
か
ら
の
外
拉
を
防
ぐ

た
め
に
万
■
の
長
域
を
実
い
た
わ
け
で

す
．
北
の
部
■
ス
ク
ワ
ヘ
は
，
ボ
レ
オ

ン
も
し
ッ
ト
ラ
ー
‘
攻
め
こ
あ
ょ
せ
ん

〓
し
た
。
オ
道
を
中
心
に
し
て
考
え
て

も
．
大
国
や
人
都
市
は
こ
倒
的
に
北
に

買
す
る
こ
と
に
ヽ
づ
き
ま
す
。

■
学
に
は

一■
北
」
と
●
う
熟
語
が

ら
，
ま
す
。
こ
の
言
キ
，
■
■
―
ま
だ

に
消
え
ず
に
た
わ
●
て
い
る
の
を
見
て

も
、
大
■
ｔ
ｉ
実
が
は
さ
れ
て
い
る
よ

う
た
気
が
し
ま
す
。
古
代
人
は
北
に
は

ｋ

ソ
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図二第神
，
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
か
ら
強
い
の
た

と
に
し
て
い
ま
し
た
．

０

「北
上
」
と

「南
下
」

中
国
で
は
宇
●
の
気
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
〉

は
南
で
生
れ
、
北

へ
向

っ
て
進
む
と
考

え
ま
し
た
。

「北
上
」
と
い
う
言
共
が
あ
り
ま
す

が
、
「南
上
」
と
い
う
言
葉
に
な
く
て
、

そ
の
代
り
に

「南
下
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
．

こ
の
考
え
方
は
仏
ま
で
は
、
■
は
前

で
生
れ
て
北

へ
向

っ
て
逸

む
と

い
わ

れ
、
死
者
を
北
■
に
す
る
習
慣
に
な

っ

た
よ
う
で
す
。

内
体
は
メ
で
■
れ
て
●
へ
進
き
、
■

と
内
体
が
中
央
■
●
“
し
て
人
度
が
生

れ
る
。■
は
北
モ
死
ん
で
黒
色
に
な
り
、

内
体
は
西
で
死
ん
で
白
色
に
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
し
た
。

葬
式
の
マ
ー
ク
が
旦
とヽ
白
に
な

っ
た

の
は
こ
う
い
う
理
由
か
ら
で
す
。

（第

二
図
参
照
）

◎
北
は
目
上
の
位
置

北
は
神
様
の
位
置
か
ら

■
様

の
位

置
、
殴
様
の
位
置
、
社
長
の
立
置
、
父

親
の
位
置
と
い
う
よ
う
に
日
■
の
位
置

と
し
て
尊
ば
れ
ま
し
た
。

段
様
の
奥
方
を

「北
の
方
」

「北
政

所
」
と
呼
ん
だ
り
、
城
の
本
九
を

「北

の
九
」
と
言

つ
た
り
、

「君
主
（君
子
）

は
南
両
す
」

‥
な
ど
と
申
し
ま
す
の
は

こ
う
い
う
理
由
か
ら
で
す
。

反
対
に
首
は
臣
下
の
位
置
、
部
下
の

位
置
、
子
＾
の
位
置
と
考
え
ら
れ
、
日

下
の
位
置
と
し
て
ュ
わ
れ
て
き
た
の
で

す
。

（第
二
図
参
照
）

◎
北
極
星
と

北
斗
七
星
の
神
格
化

は
．
本
は
守
備
．
火
は
伝
走
、
■
は
引

力
．
全
は
政
撃
．
水
は
習
有
の
本
能
に

な
り
ま
す
．

更
に
■
行
に
●
義
礼
智
ｉ
の
五
つ
の

憎
ｉ
配
し
ま
す
と
．
本
は
，
徳
、
火
は

■
”
．
■
は
信
■
．
企
は
義
徳
、
水
は

智
徳
に
な
り
、
北
は
智
の
徳
で
，
識
を

習
行
し
、
智
忠
ゃ
創
造
力
を
発
揮
す
る

，
所
に
な
り
ま
す
。

Ｃ
時
代
の
動
き

砧
■
二
千
年
、
た
叫
に
よ

っ
て
新
し

ｔ
日
本
が
■
れ
ま
し
た
．　
一
国
の
出
発

は
憲
法
が
発
市
さ
れ
た
年
が
、
日
の
●

ま
，
に
な
０
ま
す
．

（
第
二
図
参
照
）

年
団
を
占
，
場
合
は
西
が
出
発
■
‘

な
り
ま
す
の
で
、
昭
和
二
十
年
ヽ
は
一円

方
社
会
で
動
乱
の
時
代
て
し
た
。
動
乱

と
い
っ
て
も
、
必
す
し
も
■
，
て
は
な

●

や
‐ イ1

=

「
・■

北
の
「
秘
が
北
極
二
と
北
斗
七
星
を

お
格
化
さ
せ
ま
し
た
。
そ
こ
で
生
れ
た

０
様
を
仏
ま
で
は

「”
見
吉
嗜
」
と
■

し
ま
す
．

神
道
で
は

「
大

一
」
と
い
う
名
前
を

つ
け
て
、
天
武
天
皇
が
北
極
星
を
，
■

伸
官
の
内
官

へ
、
北
■
七
二
を
外
宮

ヽ

お
余
り
し
た
し
ま
し
た
。

炒
見
苦
産
に
祈

っ
て
成
功
し
た
人
は

幕
末
の
剣
客
千
葉
月
■
で
、
北
極
星
の

冽
名

「北
民
」
を
と
っ
て
、
北
辰

一
刀

流
の
道
場
、
玄
武
館
を
お
玉
ケ
池
に
開

い
た
の
で
す
．

０
社
長
気
は
北
に
と
れ

北
の
伸
秘
性
を
■
代
に
活

用

し

よ

社
長
室
を
北
に
と
り
、
社
長
は
北
を

背
に
し
て
、
部
下
を
責
に
配
す
る
坐
，

方
が
ベ
タ
ー
■
す
。

応
接
室
も
ｉ
人
が
北
を
背
に
し
て
坐

り
、
客
を
南
に
■
ら
せ
れ
ば
、
宇
宙
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
市
か
ら
北
に
流
れ
ま
す

の
で
、前
談
が
有
刑
に
な
る
わ
け
で
す
。

部
長
や
課
長
さ
ん
た
ち
も
．
気
分
一私
ユ

だ
と
一一［
っ
て
．
机
の
Ｆ
置
を
替
●
■

北

を
■
に
し
て
＝
下
を
■
に
配
置
す
る
こ

と
を
お
す
す
う
し
ま
す
。

０
■
性
に
つ
―
て

●
性
は
見
方
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
で

一
般
に
よ
く
言
わ
れ
る
も
の
が

こ
れ
で
す
。

（〓
三
図
参
照
）

子
の
反
対
が
午
、
卯
の
反
対
が
酉
と

（第
二
図
）

０
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已

いフ

●
．

し
う
よ
う
に
、
正
反
対
メ
互
い
に
凶
に

な
り
、
正
三
角
形
に
な
る
も
の
が
吉
な

の
で
す
．
―

こ
の
相
性

第^
二
図
）
は
結
婚
に
も

使
い
ま
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
取
引
先
の

社
長
と
か
―
上
司
．
同
僚
、
都
下
な
ど

の
仕
事
関
係
に
利
用
す
る
方
が
ベ
タ
ー

で
す
．◎
十
子
、
五
本
能
、
五
徳

時
代
の
動
き
を
研
究
す
る
前
に
．
次

の
こ
と
を
顕
に
入
れ
て
下
さ
い
。

（第

四
図
参
照
）

〓
行
の
木
火
土
企
水
を
，
々
陽
と
陰

と
に
分
け
ま
す
と
十
千
が
生
れ
ま
す
。

木
は
甲
、
乙
、
ス
は
丙
、
丁
、
■
は

戊
．
己
、
金
は
戻
．
キ
、
水
は
■
、
美

に
な
り
ま
す
．

〓
行
を
人
間
の
本
能
に
当
て
は
め
れ

0

●,

十
一ヽ

〓

＾
．
■
ヽ

●
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第^
四
図
）

コ
　
いん
　
―
‐
‥

ユ

花

‥
―

人
一
・た
た
‐

■

十
て
ネ
‥

蔭
　
わ

‥
―

―

十ヽ

１

北
事

本́
た

・

く
、
幅
値
罰
が
変
る
時
代
一
、

今
ま
で

の
も
の
が
■
れ
、
新
し
，
も
の
に
，

っ

た
時
ヽ
て
し
た
．

昭
和
二
十
年
ヽ
は
北
方
社
会
の
時
ヽ

こ
な
り
、
習
ｉ
の
時
代
で
、
日
本
は
米

国
に
学
び
知
識
を
習
行
し
、
新
し
―
物

が
上
れ
、
ま
●
が
ま
頭
し
ま
し
た
。

習
一●
時
ヽ
は
東
北
の
大
鬼
門
（
■
責
）

を
通
●
し
ま
す
．
表
鬼
門
ｉ
遭
過
す
る

Ｌ
は
，
形
■
■
の
時
川
Ｌ
い
い
、
力
の

考
え
方
が
変
わ
，
、
一■
し
い
思
想
ヤ
学

円
、
一小
′
な
ど
が
ｔ
れ
ま
す
。
安
Ｒ
間

争
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
、

昭
和
四
十
年
代
は
、
東
方
社
会
の
時

代
、
平
和
時
代
に
な

っ
て
安
定
し
、
昭

和
三
十
九
年
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
昭
和

四
十
二
年
に
は
万
国
博
が
大
阪
で
開
か

れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
代
は
、
市
方
社
会
の
時

代
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
出
来
て
、遊
び
、

レ
ジ
ャ
ー
、
十
１
ビ
ス
業
は
盛
ん
に
な

り
、
庶
民
の
時
代
に
な
０
ま
し
た
。
南

方
は
伝
達
の
本
能
で
す
か
ら
、
伝
達
時

べ
で
低
開
発
日
を
指
導
す
る
よ
う
に
な

つ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
年
代
は
、
■
■
社
会
の
靖

に
。
■
人
の
引
力
本
正
か
ら
■
人
集
■

と
な
り
、
ロ
ネ
ｔ
力
が
強
く
な
っ
一、

■
金
が
上
が
り
、
公
共
■
企
が
Ｆ
■
，

し
庶
民
は
Ｆ
道
さ
れ
ま
す
。

旧
和
六
十
五
年
以
た
、
七
＋
年
代
に

か
け
、
”
乱
“
ヽ

べ
と
近
づ
き
、
だ
ん

た
ん
不
景
気
に
向
い
、
価
値
感
メ
大
き

く
変
わ
る
時
代
に
な
る
こ
と

で

し

．

う
。
晴
「
二
十
二
年
頃
か
ら
六
十
二
年

三
ま
で
は
、
■
一市
の
裏
■
門

（未
中
）

を
通
担
し
黄
す
。
こ
の
時
期
に
は
人
為

●
な
事
故
が
可
き
や
す
い
１
一一［
，っ
れ
て

ｔ
ま
す
。
日
本
●
空
の
■
●
■
の
Ｌ
落

■
消
水
需
と
ヽ
り
，
の
事
故
な
ど
は
こ

の
例
で
す
。

●
，
■
の
■
躍
時
代

昭
和
三
＋
年
代
．
四
十
年
代
は
陽
の

時
ヽ
で
あ

っ
た
が
．
二
十
五
年
か
ら
六

十
年
代
、
七
十
年
ヽ
は
陰
の
け
代
に
な

り
、
女
性
が
大
い
に
活
性
す
る
時
代
に

な
り
ま
す
●

昭
和
七
十
年
代
は
動
乱
時
ヽ
、
昭
和

八
十
年
ヽ
は
晋
得
時
代
、
昭
和
九
十
年

代
は
Ｔ
“
時
代
と
ｔ
う
よ
う
に
．
形
は

■
う
が
本
Ｉ
由
に
は
こ
う
い
う
要
素
を

内
部
に
■
め
な
が
ら
、
峙
ヽ
は
変
化
し

¨
　
い
　
い
　
０
　
　
０
　
０
　
　
０
　
　
い

●
・
工
　

ヽ
・
―
　
●
ィ
ー
ェ
　
ツ
，
―
―
　
力

，
工
　
ヽ
，
，

　
ヽ
ヽ
ズ

・
〓

ヽ
ヽ
ア
′
・―

ぐ̈

く

マ

．侯

ヌ
　
　
ユ
　

　

な
　
　

」来

計
‐　
　
ヤ
え
　
　
）́　
　
　
ｔ

ぁ ↓/P](つ
ス ー・ .4さ、.1●     .  ヽヽ ― =

ろ i(~)
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3
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←

`
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:1攻サ
ー長 ―官 =χ水

`デ
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^
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（第
二
図
）

”
た
「

■
■

‘

　

´
一

■
　
引

■
■

カ
゛
）口
■
【
＾

巌

ｉ
ｎ

≠■

〒i”
　
″
三

～~■サ

事 ,ィ、.^

第 2'号

て
ゆ
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

元
号
が
変

っ
た
ら
、
昭
和
に
ラ
ン
ブ

さ
せ
て
考
え
て
下
さ
い
。

Ｃ
去
ＩＬ
は
石
に
彫
ろ
な

最
後
に
つ
け
加
え
ま
す
．

最
近
立
派
な
住
宅
が
新
築
さ
れ
ま
す

が
、
キ
一■
に
大
■
石
の
よ
う
な
石
を
用

い
．
名
前
を
積
に
彫

っ
た
も
の
が
多
く

な
り
ま
し
た
．

名
前
を
石
に
彫
る
の
は
お
墓
だ
け
で

す
。
■
名
や
〓
■
名
は
た
対
に
彫

っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
う
い
う
表
札
の
家
は
、
こ
の
家
を

菫
て
た
時
が
家
運
が
ｔ
項
で
、
そ
れ
，

後
は
次
第
に
衰
退
に
向
い
、
病
人
、
死

者
、
ヨ
不
＋
な
ど
が
出
る
と
言
わ
れ
ま

す
。表
札
は
棺
に
■
で
泄
に
書
き
玄
関
に

向

っ
て
左
側
に
，
け
て
下
さ
い
。

【参
考
】

算
命
学
と
ｔ
う
の
は
、
月
の
時
代
の

，
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
に
ヽ
の
工
Ы
に
伝

わ
っ
た
も
の
で
、
ヨ
崎
に
応
用
し
た
学

問
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
．

創
綺
者
は
■
●
子

き^
こ
く
し
）
と

一一『わ
れ
て
い
ま
す
。

０

本
稿
は
昭
和
“
年
Ю
月
１４
口
．
浙
宿

Ｎ
Ｓ
ビ
ル
の
ト
ン
バ
ン
ム
ー
ア
会
議
■
一

に
お
い
て
杉
山
オ

一
■
，
請
●
さ
れ
た

も
の
で
す
．
　
　
　
　
　
（捐
業
部
）

一
「
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気
軽

こ
工
を
凱

っ
て

お
送
，
く
だ
さ
ｔ

（両
号
の
続
き
）

ω
　
君
島
　
京
弘

三
十
有
余
年
の
教
員
生
活
も
定
年
で

退
き
、
日
下
第
二
の
人
生
に
向
け
て
充

τ
中
…
…
と
，
え
ば
格
好
が
良
す
ぎ
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
…
…

“
　
斉
木
　
　
学

新
神
戸
電
機
０
の
代
取
社
長
に
な
０

て
毎
日
多
忙
な
生
活
で
失
礼
し
て
い
ま

す
．
新
宿
三
井
ビ
ル
に
勤
蕎
中
で
す
。

過
曰
台
湾
高
趾
■
に
て
丼
日
淳
氏
に
会

い
元
気
で
し
た
。
今
年
は
同
窓
会
に
極

力
出
席
す
る
予
定
。
皆
様
お
元
気
で
―

“
　
柴
口
　
正
巨

会
報
で
ュ
見
君
の
推
感
を
読
み
映
し

く
思
い
ま
し
た
。

“
　
，
東
　
　
守

“
年
６
月
■
日
、
ス
キ
ャ
橋
の
一
一

―
ト
ー
キ
コ
ー
で
同
期
会
を
円
く
。
東

京
地
区
と
し
て
は
ヽ
年
２
月
の
■
橋
会

館
．
５９
年
２
月
の
修
善
寺
の
の
だ
や
去

留
庵
以
来
久
し
ぶ
り
。
静
回
勢
も
上
京

し
あ
名
が
つ
ど
い
女
歓
し
た
。
恒
例
に

よ
り
東
京
地
区

へ
の
初
参
加
諸
氏
の
ス

ピ
ー
チ
や
記
念
撮
影
。
来
年
は
静
岡
で

盛
大
に
。

“
　
山
本
　
俊
夫

昨
年
１２
月
に
仙
台
支
店
に
，
勤
．
御

定
ま
っ
の
単
身
赴
任
て
独
身
生
活
を
楽

し
ん
で
お
り
ま
す
。
η
　
オ
ロ
　
勝
久

第
２５
号
会
報
で
同
期
の
中
ヽ
君
が
、

「衡
あ
が
，
髪
薔
く
、
自
髪
場
し
り
の

ゴ
マ
塩
一吸
腹
見
に
く
く
突
き
出
し
て
」

と
嘆
い
て
い
た
が
、

「髪
黒
々
と
腹
締

り
」
も
い
ま
す
の
で
、　
一
緒
に
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
“
が
切
れ
な
い
者
の
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
し
ま
せ
ん
か
。

７０
　
牧
野
　
　
市

昨
年
の
夏
は

一
回
戦
で
政
遅
。
今
年

は
ぜ
ひ
と
も
甲
子
国
出
場
を
祈
っ
て
お

り
ま
す
．
船
川
特
督
ｔ
ひ
と
も
が
ん
ば

っ
て
下
さ
い
。

η
　
北
村
　
　
孝

現
職
に
二
年
半
ｔ
動
し
て
い
ま
す
の

で
そ
ろ
そ
ろ
地
方
に
八
ば
さ
れ
そ
う
で

す
。
ま
た
、
し
ば
ら
く
皆
，
に
讐
え
な

い
か
と
思
う
と
名
残
借
し
い
気
が
し
ま

す
。
現
■
を
退
し
た
ら
ゆ

っ
く
り
旧
交

を
温
め
ょ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
節
に
よ
ろ
し
く
。η
　
松
岡
誠
三
郎

い
つ
も
御
世
話
様
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
宿
命
で
永
せ
仙

台
勤
め
が
終

っ
た
の
に
．
東
京
で
席
も

曖
ま
ら
な
い
う
ち
に
、
再
び
名
古
屋
に

転
動
と
な
２
　
　
　
　
　
　
．

．

『壽膿̈
一一̈
神̈
〔れ」̈『̈．は

く‘
（。出
‐
・「
ん
。
■
，
こ［
当̈

・
〓
１
８
●
）

‐

‐
ろ
し

の
一
祗
「
「
出
市
し
¨
「

　
． 品
野
　
　
一子

一̈一一一一十一̈一一̈
”清中

い一。」一̈
讐一一一一「̈
「̈嘲一̈

１
す
が
．
　

　

‐
し
悩
み
が

頂た一中］̈
か̈に「け一『．勁．―．郎

一̈］［̈
］̈
『̈̈
一」一赫”

］̈
一つたい一檀一̈
一̈̈̈
】̈ｒ

【『̈
「「喘江「れ“」』一“̈

叶」̈
一』］̈〔「̈
‥す『』］一「

“一一̈」一【一一̈
一一一一一一

ｔ
た
ら
な
ヽ
ヽ
¨

ヽ

す

の

０
出
席
の
み
に
留
め
て
い
ま
す
。

ｆ
　
Ｌ
田
　
次
郎

昭
和
“
年
当
址
に
■
●
し
ま
し
た
．

関
東
支
部
が
あ
る
由
、
ｆ
回
杉
山
栄

一

氏
よ
り
の
依
頼
に
て
関
東
支
部
に
入
会

す
る
事
と
し
ま
し
た
。
●
■
立
し
く
。

■
　
村
皿
　
重
刊

幹
事
し
く
ろ
う
さ
ま
で
御

‘

い
ま

す
。
●
か
と
合
合
は
ヽ
ヽ
で
し
ょ
う
が

小
生
は
■
は
な
る
た
け
家
中
に
い
る
様

に
し
て
い
ま
す
の
で
不
恕
．
今
後
共
皆

様
の
御
活
Ｆ
を
行
念
，
し
ま
す
。

２
　
一　
　
　
試

上
記
に
勁
あ
て
い
ま
す
。

杉
並
一に
言
福
寺
４
１
ｌＳ
１
７

野
日
せ
同
”

個
人
に
モ
の
生
え
た
よ
う
な
会
社
で

社
長
の
自
宅
の
よ
関
を
■
，
所
に
し
て

ｔ
豪
す
．
勿
論
定
年
制
度
な
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
日
下
“
イ
の
■
■
で
す
。
体
が

丈
夫
モ
頭
が
に
け
な
け
れ
ば
ｔ
く
つ
迄

で
も
い
ら
，
ま
す
．　
一
役
事
務
．
電
話

番

公^

・
私
）
、
■
綱
何
で
も
や
っ
て

い
ま
す
。
ｉ
予
員
に
小
生

■
人
で
す
。

２
　
一Ｅ
庁
　
ｉ
術

■
，
同
期
生
の
始
ん
ど
が
今
年
は
静

中
生
の
頃
に
は
，
に
も
思
わ
な
か
っ
た

古
■
を
迎
え
る
が
、
ど
う
云
う
訳
，
ま

だ
〓
感
，
出
て
来
な
い
．
‐…――
年
の
●
半

コ
は
心
臓
手
術
で
入
院
．
平
成
元
三
二

月
末
現
在
白
宅
■
■
■
．
少
し
に
く
ｔ

っ
た
ら
仕
事
に
復
帰
し
ま
す
。
や
は
，

午
令
か
？

た』一打〓．̈一去記̈
」̈
Ｌ．　．．．

中一の」に中『一ヽの」」］動」、

き
い「
ます
があ
し
ぃ「一不一言＝一を
し

ｔ
　
　
　
　
　
　
　
　
″
ら
す
ご
勘
弁
下

嘲一』一『『̈酬̈わ一一^一は

一̈̈
一̈一̈̈
一̈一”一一螂

一「をかぃな̈
『一「一一̈
〔̈
ぃ

―

う

る

こ

と

一

』『̈̈
”蒔時̈『時「御．卸敵

一一̈“一絲中一」̈禅̈
「ァ″̈

・『」「̈̈
“一・一Ｔ̈』一一「

うす
ご
し
まし
た． ｔ．
ま
る
］́
鰤
４

ｉ・に
ぶ
き
た．ｔ
　
“　
“
木　
〓

¨̈』一一̈̈
一̈一一一̈罐一一

」一一一］一̈一ヽ代毎け」一一一一̈『

‐　・　
　
　
・
，″か
つて
お‐一̈̈
一一

“

　

一
官

　
弘
道

関

東

地

区

に
は
知
友

が

少
く

な

り
総

会

に
も

最
近

出

席
出

来

ま

せ
ん

の
で
脱

会

致

し

ま
す
。
今

後

の
お
通
知

は

一
切

い
り
ま

せ
ん

の
で
よ

ろ

し
く
。

同
期
会

「
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
●

．
こ

　

一え
」

_ヽ

′

、ヽ_
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す
。

“
　
近
藤
　
場
三

相
変
ら
，
仕
事
と
共
に
ホ
ッ
ケ
ー
の

指
導
に
う
つ
つ
を
ぬ
か
し
．
母
校
東
農

大
テ
ー
ム
を
再
び
全
日
本
で
優
勝
さ
せ

る
べ
く
“
オ
の
青
春
の
情
熱
を
燃
え
た

た
せ
て
居
り
ま
す
。
“
　
里
兄
元

一
郎

最
近
復
刻
き
れ
た
中
学
教
科
書

「国

語
」

（岩
波
書
店
）
を
巻

一
か
ら
読
み

か
え
し
、
本
当
に
良
い
教
科
書
を
使
っ

た
も
の
だ
と
感
し
つ
つ
、
懐
旧
の
心
情

に
ひ
た

っ
て
い
ま
す
。“
　
河
ロ
　
エ
義

役
員
の
方
々
の
不
斬
の
尽
力
に
対
し

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ス
〓
ヒ
ロ
で
の

会
，
時
折
し
か
顔
を
出
せ
ま
せ
ん
が
諸

兄
に
よ
ろ
し
く
．

勤
あ
先
　
千
代
回
区
大
手
町
２
１
３

１
２
東
京
郵
政
局
資
材
部
常
品
課
（
”
）

４
１
３
４
　
サ
ン
ケ
イ
会
館
前
で
す
。

お
立
寄
り
く
だ
さ
い
．げ
　
影
山
　
友
安

今
年
度
の
同
窓
会
の
折
に
は
出
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
　
滝
日
　
　
登

政
郷
川
根
長
島
も
、
ダ
ム
計
画
に
よ

り
観
光
地
と
し
て
大
変
現
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
今
年
は
鮎
鉤
う
で
楽
し
ん
で
来

ま
し
た
。

η
　
河
丼
　
良
夫

こ
の
十
六
年
間
．
０
松

坂

屋

本
社

（銀
座
に
あ
り
ま
す
）
勤
務
で
す
．

ぜ
ひ
お
芦
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
．
事
情
が
あ
り
ま
し
て
．
現
在

埼
玉
県
川
日
と
世
日
谷
を
＋
々
に
住
み

わ
け
て
お
り
ま
す
。

７１
　
片
山
　
嘉
博

会
報
を
，
回
送

っ
て
頂
き
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。
静
同
の
地
を
離
れ
て
い
る

為
同
期
の
方
々
と
も
な
か
な
か
会
う
機

会
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
会
報
掲
載
の
諸

民
の
氏
名
か
ら
お
顔
を
想
い
出
し
な
つ

か
し
く
感
慨
に
ふ
け

っ
て
お
り
ま
す
．

今
後
共
、
よ
ろ
し
く
お
願
ｔ
致
し
ま

す
。

４
　
野
沢
　
弥
寿

卒
業
以
来
．
”
年
間
．
東
京
で
商
業

写
真
を
営
ん
で
ま
す
。“
　
鈴
木
　
宏
義

ヤ
マ
■
ト
ヨ
ウ
イ
チ
ク
ン
．
ヤ
ク
イ
ン

ノ
ギ
．
ウ
ム
ゴ
ク
ロ
ウ
サ
マ
テ
ス
．

（と
．　
つ
い
桝
日
が
あ

っ
た
の
で
電
報

の
様
な
気
が
し
て
片
仮
名
言
き
を
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
同
勁
■
員
の
山
本
君

へ
感
謝
の
意
を
表
し
た
も
の
で
す
。
）

出
張
が
多
い
業
務
で
．
■
々
会
合

へ
の

出
席
も
出
来
ま
せ
ん
。
悪
し
か
ら
す
。

六
三
年
度
会
費
拠
出
者

（ｍ
不
同
・
敬
“
■
）

昭
和
“
■
口
月
ｌ
Ｅ
Ｉ
■
●
■
年
３
●
■
月

■
別
四
二
　
丼
出
多
米
美
．
〓
崎
〓
、
有
地

ュ
一
■

声
川
民
ｔ
一

吉
エ
ユ

〓
　
三
ｔ
■
■

，
出
寿
■

黒
田
川
´
、
蝦
原

一
郎

大
小
迫
直
、
慎
Ｔ

■ヽ

山
本
幹

夫
．　
一
官
■
道

Ｌ
凹
次
郎

近
藤
”
贅

（
３
）
、
伏
児
賢
治

郎
、
大
田
正
元
、
佐
々
本
英
夫

（
３
）
．
徳
山
■
２

・
■
杉

一
郎
、
値
木
定
美

●
■
工
郎
．
永
田
績

（
３
）
．

日
■
試
．
村
漱
ユ
刊

永
十
五

一
郎
．
”
木
′
造
、
■

嫁
呟
〓
ヽ

下
山
ｉ
太
郎
．
亡
円

上
之
．
難
波
に
朗

直
原
澪
行
、
相
ル
秀
夫
、
石
■

Ｉ

〓

岩
本
良
“
．　
一　
識
、

け
又
良
男

，
非
昌
也
、
同
田
方
男
、
で
ヽ

■
』４

一ホ
燎
醇
．
谷
静
夫
、
本

宮
高
彦
．
森
下
洋
、
に
岩
考
郎

官
ム
四
郎

渡
辺
卜
郎
．
ｔ
野
圭
司

塚
越
修

肯
本
良
文

池
谷
テ
ｒ
．
ヨ
一月
修
．
鳥
〓
義

し
、
綱
『
“
、
同
山
久
男

■
本
け
■
、
伏
■
■

■

に
野

■
■
、
猪
班
忠
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．
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．
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２
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名簿補遺訂正表 (変更事項 新入会員)63.11.1～ 平成1.3.31 ●自営▲勤務先日学生

52 -  証
53 'い '二郎
″ 小野 ―夫

▲FШ遣口い

【04,2-〔 )2-2737】

【03-268-8503】 ▲東■|プ .ンスエ業

い 【03-431-"11】

270な ,市債須賀253-2

折|｀■ファミール′ヽイツ4-3∞

【[|:|-470-35(,1】

勤

"元
削は

A【 (II-253-3977】

勤務元削除

【〔)」 -3」■0232】

勤,■削除

【0474-5■ 3217】

▲谷津保健病院 【01■ -51-6000】

【03-3● 3-371〕 1,】

【03-1■1-1365】

226● ,市緑区東本郷,23-20

A双業電子工業
"【

04Ъ-2-1111】

153日 黒区詢場1-29-2-1“

【03-46「 6238】 ▲東ふコ政局資祠吉|

【03-243-4134】

▲朝日新日●[労政開発吉「

【03-545-0131】

271船椅市松が丘4-12-14

▲千葉工業大学工業デザイン学科

【0474-75-2111】

67 日島 一男 ▲川崎市中原区役所 【044-■ 4■ 111】
″ 大石 脩而 ム日経スタッフ

"【“
-258-7800】

″ 杉ユ1 喜三 ▲取締役経理部長
″ 原崎 意三 砿出
68 植田 勇夫 2田 千葉県船橋市上山町3-51■ 16

【研74-30-1999】

71 カ,藤 祐史 152日黒区緑が砲 -11-4
グリーンとル102

■ 訳訪部美恵子 lη 板橘区大山金井町9-9-4の
76 鈴木 高夫 ムいフーデン【03-903-7331】
80 大石 孝裕 281千葉市和合13-208
94 ■村  務 213,II崎●高津区新F‐-26 アーバ

ンヒルズ2● 【04よ866-7195】

111 小りll 敦子 131塁口区東塁日2-2■8 ライオンズ
マ′ション東量口301【①-617-7213】

▲ CBS・ ソニー
新規加入

67 長え  章 157陛口谷区給口■lo-26サ ンフォー
トA S 0303【03-538■ 32“】▲東京

'―
ス③池袋営業部 【03-98}1771】

″ 牧日 仁男 lSl三鷹市下連雀∈8-16
【022-422525,▲ 日本銀,国庫局

【032'。 1111】

″ 塩沢  満 420静岡市川合29ヽ 9
【052-62-■ 78】 ム静岡市国薔備保障

0【

“

42-31-0る 6】

″ 大碕 百蔵

″ 木官
″ 香林
″ 桜丼
″ 島日
″ 野崎
″ 2圭日

″ 望月

高彦

竹男

員也

良,
員節

貞三

″ 森下  洋
″ 山菅 章雄
60 渡辺  博
67 'I撻 要作
″ 河口 正ま

″ 小杉  弘

″ ■1, 次雄

不動産の三!||ギ」l)帳売千ットワーク
城南リハウス株式会社
日黒店・恵比寿店・五反田店・自由ケ丘店.蒲口店

日東不動産株式会社
取 諸 役 社 長

田
島 弘 一

郎

対 市役副社長 調 子 達 郎 い勅

来京都同丼区下曰祟1-3-27

TEL 03(491)0171(イ 0

伊豆大仁カントリークラブ

伊豆大仁開発株式会社
代姜取締役 石 橋 正 秋
取締投女配人 安  口  iE 力:(66期 ,
静岡県回方ヽ大仁町浮摘宇南松坂11ヽ -1
TEL 0558 ,6-2401(ヽ 表)
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鈴 与 株 式 会 社
■11‐ li●会
'鈴
木 与 平 144'い

i青 水 li tt Il p」 11 1
■ 0543(5=)3111(大 代■)

●■■■ 千代 |」
「

メしの

'」

2-3211111ビ ,● 4F
lu 03(234)0551(代 )

凸版印刷株式会社

,:i tI`台 来 |二 ■■ 1-5-1
TEL (833)2 1 1 1 (大 fヽラ|,

株式会社東 電 ネ土
取抒饉 長 岩 波 信 平 (42期〉

東京 ,F中 央区 日本格 2-121

TEL(271)2701(夫 代表)

自Ⅲll■ lヽF,11の 自

“

埜よ
'1び

ンルクスクリーン●刷

場勝山塗装工業所

代表嚇 , 奥 澤.  4育 |え (5蜘 )
本社コi' 枝浜市瀬容F橋戸3-25-6  〒246

T●1 345-301-5545  F■ Xヽ 045-301-5547

大 ¬1工 場 大 和 市 i朱 見 3706-1   〒22
T,1 0462-62-o340  FAX 0462-62-03,3

束● ||111場  ,:松 lll市 大学

“

距 8-17  〒355
[|11 04'3-2.1-251l  F_Aヽ  01'3-21-2513

だ it設計・監1■

彗奥野建築設計事務所

■■役会,:奥 野  孝 (3切 )
取おイ,■■ 奥 野  進 (5。い
取締薇副社t 奥  野  広 (53m)
木   ,11 末京都台,t区寺2-5-12 カi版ビル

■103-842-6331(代 表)
計1司事務,F i)|1刊 Tli,,(2-814

Se1 0542-46-9 3 7 8

トッパン・ム…ア株式会社

11●■,F 宮 i睾  ,'、  虫「 (12抑 )
ヽ■者|`千 (ヽ日区|IΠ ,1可台1-6
lEL`295)2411(大代■)

新東京印刷株式会社
ltnririrlt )lE lF tll - 

tozlJr

東京都中央区八丁掟2-1-7神鋼ビ′ン

TEL 03-553-8981(代 表)

日本レーベル印刷難

|ヽま1“tF■

本 社

来 末

岩 リト 平 一 郎 (5瑯 )

i同 市 日 ■ ||1646
TEL 0542(02'1111(代 )

|IⅢ区i研 1-2世前■ビ′ン
TEL03(272)1651(代 )

■栞コンサルタン1-■計t●■
'■■ .こ関する|llil:証 |● .|「気嘔に¨

株式会社 大  雄
]¨|■it長 奥 野  孝 (53川 )
本社 来i者1治■FI卜[2-18-7 共同ビブレ10階

TEL o3-8,4-5331(■ 表)

ffiilaft7N7n
眩 ユ廠  朝1ヒ奈 iE:三_(67知

'

:"京

`|:千

代llIに 11i口 3-1-5回 lt奇ビル 3性
TEL 03‐ 254-2171(代表)
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